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　地域企業という໊শをฉいた͜とが͋るだΖうか。$J/JJ（国立情ใֶナϏήーλ）の論文σー
λϕースにΑると、論文λイトϧに地域企業がొ場するのは、ౡमಓ大ֶのʰ業経済研究
所ใʱに掲載された߳不ۤࡾ氏の「地域企業のࠂ活動の題点」で、1968年の͜とで͋る。
　ただ、͜͜でݴう地域企業は、ݶられた特定の地域を活動ൣғとする企業で、日本全国͋る
いはੈքを活動ൣғとする大ن企業にରし、Αりڱい地域を活動ൣғとする中小企業を意ຯ
するものとして༻される͜とが多かった。もちΖΜ、中小企業の中にも、特定の地ཧ的ൣғ
をӽ͑て全国͋るいはੈքで活動する企業が存在し、企業نと活動ൣғは必ずしもൺ例しな
い。
　と͜Ζで、1990年代にೖり、͜の地域企業のଊ͑方にม化が生じる。そのҰ例が、1999年
に東京会ٞ所が行った策提ݴ「地域企業ができる͜と」で͋る（表̍ࢀর）。͜の提ݴは、
ֶ、にରしてڙࢠ 、まっているというೝࣝのもとߴҭのॏ要性がڭҭにՃ͑、公ڭҭや家ఉڭߍ
地域社会のҰһで͋る企業が公ڭҭのࢧԉをੵۃ的に行う必要性を示したもので͋る。東京
は、それまでの地域企業の֓೦をҰา౿みग़し、地域のҰһとして地域社会ݴ会ٞ所の提
にੵۃ的にؔわるという、地域企業としての社会的の在り方を示している。

Ҭ企業ͱ͍͏ੜ͖ํ

小 林 　 

（ 　　　  　　　  ）大ࡕ公立大ֶ大ֶӃ
経 営 ֶ 研 究 Պ ڭ त

1. 従業員の子育てを支援する 
2. 社会的責任を自覚した企業経営、仕事の大切さを伝えることのできる企業人を
目指す 

3. 企業の採用方針や人事考課制度の多様化・柔軟化を推進する 
4. 地域の子どもたちの育成支援に参画する 
(1) 「顔の見える関係」づくり 
① 地域における挨拶運動等の推進 
② 地域住民や親子を対象とした企業主催行事の開催や所有施設の貸し出し 
③ 地域の子育て支援事業への協力 
④ 学校等が主催する懇談会等への積極的な参加 

(2) 子どもの「生き方」のアドバイス・職業観の醸成 
① 社会人講師・アドバイザーの派遣 
② 職場体験・職場訪問などの受け入れ 

(3) 教育機関・保育機関に対する教材・備品の提供 

（ग़所）https://www.tokZo�DDJ.or.jp/pBHe.jsp JE�13949
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　͜のٞ論の中で生まれたのが、「京都ࢢの中小企業は地域とともに発లする地域企業で͋る」
というೝࣝで͋る。͜͜でݴう地域企業とは、「地域にࠜ͟し、地域とܨがり、地域と共に継承・
発లする企業」で͋り、地域を企業の活動ൣғとしてではなく、地域と共に継承・発లすると
いう企業ཧ೦にまで地域とのかかわりをঢ՚している。
　地域企業となるたΊには、地域企業એݴの಄に͋るΑうࣗらが地域社会のҰһで͋る͜と
を֮ࣗし、事業活動を通じて、品やサーϏスといった経済的Ձを提ڙするとともに、文化
の継承や地域のΣϧϏーインάの্といった社会的Ձを生みग़すという2つのՁをಉ
時にຬたす必要が͋る（ࡕ田 2019）。
　͜れら2つのՁのୡ成はܾしてໃ६するものではない。とݴうのも、ᶃ地ॅݩຽとのؔ
性ڧ化にΑるج٬ސ൫の֫ಘやࢢ場༏Ґ性の֬保、ᶄ地域ݯࢿの活༻にΑるίストޮの্
やࠩผ化、ᶅ他の地域企業との࿈ܞや行のࢧԉにΑる新نϏδネスのల開など、地域企
業として社会的Ձを生みग़す͜とで、༷ʑな経済的Ձをڗडする͜とができるからで͋る。

　そして、企業と地域社会とのかかわりを企業ཧ೦までߴΊたのが、2018年の「京都・地域
企業એݴ」で͋る（表ࢀ�র）。京都・地域企業એݴは、京都ࢢが、中小企業の課題解ܾのた
Ί「京都ࢢ中小企業ະདྷྗ会ٞ」（現「京都ࢢ地域企業ະདྷྗ会ٞ」）を2016年に設した͜
とにを発する（ࡕ田 2019）。京都ࢢ中小企業ະདྷྗ会ٞは、意ཉ͋るएख・中ݎの中小企
業経営者を中৺に、経済団体やۚ༥機ؔもࢀՃして、企業ؒ࿈ܞにΑる新たなϏδネスプϥン
をग़し、その中の実ޮྗの͋るプϥンにରし京都ࢢがࢧԉするというもので͋る。

企業には理念が必要である。悠久の歴史の中で，多くの企業が生まれ，発展してきた
京都では，理念が社是，社訓として重んじられ，私たちの礎となっている。私たちは，
規模を基準とする中小企業ではなく，人と自然と地域を大切に，地域に根ざし，地域と
繋がり，地域と共に継承・発展する「地域企業」である。その自覚と誇りを胸に，京都
から日本，世界，そして未来を見据え活動していくことをここに宣言する。 

（中略） 
今，人口減少社会の到来，地域コミュニティの弱体化，競争環境の激化といった，
数々の困難や時代の転換点に直面している。 

今こそ次の千年に向けた出発点であり，共に社業の発展を通じて地域に貢献し，しな
やかな強さで京都の未来を切り拓く力，すなわち「未来力」を発揮するときである。 

先人の理念である“先義後利”や“不易流行”をはじめ，京都に育まれてきた精神文化を
大切に，あらゆる連携によって地域を支え，京都を拠点に日本の活力源となり，共生社
会の担い手として，世界の人々の笑顔あふれる未来を創造していくことを誓う。 

わたしたち地域企業は， 
一，  自助努力や各企業の連携・融合により社業の持続的発展を追求する。 
一，  生活文化の継承，安心安全，地域コミュニティの活性化に貢献する。 
一，  働きがいや社会に貢献する喜びを大切にし，若者をはじめ多様な担い手の活躍を

支援する。 
一，  受け継いできた文化や知恵，技術を学び，新たな価値の創造に挑戦する。 
一，  森や水の恵みを活かし，暮らしを支える豊かな自然環境の保全に寄与する。 

（ग़所）https://www.DJtZ.kZoto.MH.jp/sBnkBn/pBHe/0000241891.htNM

ද2ژ��ɾҬ企業એ言（ฏ�0年�月10）
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今、͜のΑうな経済的Ձと社会的Ձのಉ時ୡ成を目指す地域企業は、「ローΧϧ・θࡢ　
ϒϥ企業」として注目を集Ίている。θϒϥ企業とは、「ࣗ社の成長を第Ұとし、࣋ଓՄな
ൣғでの成長をٻする企業」の૯শで͋り、「Ϣχίーン（時Ձ૯ֹ10ԯυϧҎ্のະ্場
企業）」をশࢍする෩ைにة機ײを֮͑たアϝリΧの4ਓのঁ性起業家が2017年に提এした֓
೦で͋る

1

（表ࢀ�র）。θϒϥ企業という໊শは、時Ձ૯ֹをॏ視するϢχίーンにରし、社会
課題解ܾと経済成長の両立を目指す企業を、നࠇ༷や܈れで行動するシϚϚ（θϒϥ）に
例͑て໋໊したとݴう（中小企業ி. 2024）。

　͜のθϒϥ企業の考͑方を地域企業にద༻したのが、「ローΧϧ・θϒϥ企業」で͋る。ロー
Χϧ・θϒϥ企業は、解ܾする社会課題を地域課題とし、ᶃ事業を通じて地域課題解ܾをਤり
ながら、ऩӹ性を֬保・継ଓするたΊ、ᶄ新たなՁや࠷新ٕज़の活༻にΑりֵ新的なϏ
δネスをߏஙし、ᶅそれを企業目的として໌֬化する͜とで、ؔ者のίミットϝントをಘΑ
うとする。
　企業をنでࣝผする時代がऴわり、ཧ೦でࣝผする時代がདྷつつ͋る。そうした中、京都・
地域企業એݴの「地域企業」や、中小企業ிの「ローΧϧ・θϒϥ企業」など、地域の社会
課題解ܾと事業の継ଓ・発లをಉ時にୡ成する͜とを企業ཧ೦や事業目ඪとする企業が、͜れ
からの中小企業の生き方として注目されている。

1　θϒϥ企業にؔしては、「ੈքで注目される「θϒϥ」とは　ʙアンν・Ϣχίーンから生まれた経営スλイϧʙ」（https://note.DoN/
tokZo[eCrBsVnJte/n/nD51GD137EG55）おΑͼ「θϒϥ企業とはʁ」（https://www.[eCrBsBnE.Do.jp/[eCrBs）をࢀরの͜と。

ࡕ田༟໌（2019）「京都ࢢ地域企業の࣋ଓ的発లのਪਐにؔする例」h 体๏研究ʱ/o.58࣏ࣗ pp.70�74.
中小企業ி（2024）「地域課題解ܾ事業ਪਐにけたج本方」（https://www. DhVsho.NetJ.Ho.jp/keJeJ/DhJJkJ@

kJHZoV@kZoVseJ/2024/20240301@01.pEG）

ʲࢀ考文ݙʳ

ユニコーン ゼブラ企業 

な
ぜ

目的 指数関数的な成長 持続的な繁栄 
ゴール 上場、売却、10倍成長 有益性、持続可能、2倍成長

存共ので数複占独果結

ど
の
よ
う
に

世界線 ゼロサム、勝者と敗者 ウィン-ウィン 
力協争競論法方
生共利相生寄とるえ例に然自

資源 隠し持つ 共有する 
型加参的断独ルイタス

求め方 常に不足、更に、もっと 十分だが、より良く 

だ
れ
が

受益者 限られた個人、株主 公共、コミュニティ 

チーム編成 エンジニア偏重 
コミュニティマネージャー、
顧客サポート、エンジニアが
バランスよく 

ユーザーへの対価 関心惹起に対して(不透明) 価値に対して(透明性がある)

何
を

的質的量方り測
優先順位 ユーザー獲得 ユーザーの成功 

（注）;eCrBs UnJte ࢿྉをTokZo ;eCrBs UnJteにて༁・ཧ
（ग़所）https://note.DoN/tokZo[eCrBsVnJte/n/nD51GD137EG55
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本ߘは東日本大震災後に設立された企業が、มわりΏく環境の中でいかに生存し成長をਤ
っていったのかを考察する事例研究で͋る。震災後に起業が૿Ճするが、それは大災後に、
起業家がサポートされやすい環境が現ग़されるからというཧ༝が͛ڍられる。しかし大災
から時ؒがたつとঃʑにඃ災地にରする共ײやؔ৺はྫྷΊていき、起業家を८る環境はม化
を見せる。また大災後に設立された企業の起業動機やϏδネスϞσϧは利他的なが͋
り、มわりΏく環境の中で、いかに生存し成長していくかというのは֤社にとって大きな課題
で͋る。

͜れをなし͑ている事例として、本ߘはٶݝ秋保地区で生した株式会社秋保ৢ所（秋
保ワイナリー）を取り্͛た。業者のໟ利氏はඃ災地でյ໓したワイナリーをڵ࠶す
る͜とをࢥいつき、࣏ࣗ体に提ݴをしたがडけೖれられず、݁ہ、ࣗでワイナリーを設立
する͜とをܾ意した。ಉ社を起業するまで、దな環境を見つけられずࣦഊもしたが、震災
後のࢧԉのい෩をडけ、成長をՌたした。

他方で、ໟ利氏はϥイόϧになるՄ性も͋る新ࢀنೖ業者に研मを提ڙしたり、ৢݧࢼ
をけෛったりして、東地方のワイナリー࢈業のネットワーク化をਤってきた。またໟ利
氏は「ςロワーδϡ」というίンセプトを࡞りだし、秋保地区のҟ業छのプレーϠーとؔわり
͋い、地域のັྗをり্͛る活動をల開していった。݁Ռとして、秋保地区の活性化につ
ながりつつ͋る。

ໟ利氏は、設立当ॳから、利他性をࣦわず、「ςロワーδϡ」というಠࣗのίンセプトを࣠に、
地域からのࢧԉや共ײをҾきग़し、ؔ者をҾきけ、巻きࠐみ、地域全体として共存共ӫ
の組みを࡞り͋͛ていった。ಉ社は、当ॳは環境に࿔されたが࠷ॳから利他的で͋りଓけ、
్中からಠࣗ性のߴいߏྗでもって環境にಇきかけ、環境そのものをม͑る͜とで成長を
Ռたしてきた。

౦本େࡂ後ʹੜ·Εͨ企業のͱઓུ
ɿळอৢॴのརଞੑͱʮςϩϫʔδϡʯͱ͍͏ߏྗ

（ 　　　  　　　  ）
福 嶋  ࿏
東  大 ֶ 大 ֶ Ӄ
経 済 ֶ 研 究 Պ ڭ त

品 田  ࢘

（ 　　　  　　　  ）東  福 ࢱ 大 ֶ
૯߹Ϛネδϝントֶ ෦।ڭत

論 文
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大災後に起業家が૿Ճするというのは

多くの研究にΑって࣋ࢧされてきた（例͑ਂ

প・౻田 2014、品田2013、2015 1BrVDhVrJ 

� *nHrBN2012、福嶋 2015など）。大災の

後は、෮ڵのたΊのิॿۚがつけられたり、ࢧ

ԉۚ・ٛԉۚ、寄などが寄せられたり、ඃ災

地にϘϥンςΟアや෮ڵਓһが移動し、それに

って新しいࣝがྲྀೖしてくるなど、起業が

しやすい環境が現ग़するというのがそのཧ༝の

Ұつで͋Ζう。

しかしやがて時ؒがたつと大災の起業

のӨڹはঃʑにബらいでいく。例͑東日本大

震災後のඃ災地の開業についてྔܭੳを

行ったԬࣨ・Ԑᒜ（2021）は、2001年から

2016年までのύネϧσーλを༻いてੳし、震

災後の2012年から2014年にかけて֬かに開

業は্ঢしたが、2014年から2016年になる

と開業にରする震災のӨڹは、࢈業や地域に

なく、΄΅見られなくなっている͜とを示ؔ

した。͜れは、震災のӨڹは時ؒがたつにつれ

ਰしていった͜とを示している。また当֘地ݮ

域とはҟなる地域でผの大災が発生したりす

ると、社会の注意やؔ৺はそちらに移り、当֘

地域にରするサポートやؔ৺がݮっていったり

する。そのΑうな中、大災後に設立された企

業は、どのΑうに生存していけΑいので͋Ζ

うか。

東日本大震災から13年を経た現在、大災

後に設立された企業が、ม化する環境の中で、

いかにして生存し成長をਤってきたのか。͜れ

ら企業の経営を長期的にし、それらの生存

と成長のཧ༝を୳る͜とは意ຯが͋るとࢥわれ

る。

本ߘでは、震災後に設立された企業の中で、

した株ݙߩ生と集ੵに࠶業の࢈のワインݝٶ

式会社秋保ৢ所の事例を取り্͛つつ、震

災後起業家の事業ల開やそのഎ後に͋る考͑

方、ઓུなどを考察していく。

̍ɽ͡Ίʹ
̎ɽ౦本େࡂ後ʹઃཱ͞Εͨ企業の特
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2ɽ౦本େࡂ後ʹઃཱ͞Εͨ企業
　��の特

東日本大震災後に設立された企業には、通

ৗ時に設立された企業にൺ、特徴的な点が

いくつか͋る。第Ұに移動起業家にΑる起業が

多い͜と、第ೋに起業動機が利他的で͋る͜と、

第ࡾにඃ災地の社会課題解ܾにؔする事業が

多いという点で͋る。

2�1　Ҡಈى業ՈʹΑるى業

東日本大震災後、他の地域からඃ災地にϘ

ϥンςΟアとしてདྷたり、そのまま移ॅしたり

するਓが数多く見られ、それらのਓʑの中に起

業するਓがؚまれていた。そのΑうなਓʑを移

動起業家とݺͿ（品田、2015）。

移動起業家について調ࠪをした品田（2015）

は、移動起業家を「起業経ݧを࣋ち、ྗに

लで、多くの社会ネットワークを࣋った」存在

としてとら͑、ඃ災地での起業活動のॏ要なア

クλーとなっている͜とを指摘した。

2�2　རଞ的ͳى業ಈػ

災後に設立された企業は、利他的な動機

で設立されるがみられた。大災後に社会

の利他性がڧまる͜とを指摘する研究が͋る。

例͑、ιϧχット（2010）は、それを「災

Ϣートϐア」とݺΜだ。

また東日本大震災લに起業したਓの起業動

機と、東日本大震災後に起業したਓのそれとを

ൺֱした研究（FVkVshJNB2017）にΑると、

東日本大震災後に現れた起業者の΄うが「ਓ

のたΊにԿかをしたい」「解ܾしたい社会的

題が͋る」と͑たൺが༗意にߴい͜とが示

された（図1）。
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（ग़所）　FVkVshJNB（2017）を༁

ਤ1　ى業のಈػ（݅ɾෳճ）
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2��　ඃࡂのࣾձ՝ղফのͨΊのࣄ業

利他的な動機をडけて、震災後に現れた事

業には、ඃ災地域の地域課題に応͑るΑうなも

のが多く見られた。業やਫ࢈業のਰୀ、গࢠ

化、過ૄ化、৬の不など、ඃ災地が๊ྸߴ

͑る題は、大災にΑってΑりࡍ立つ͜とに

なったたΊ、それらにରしਅっから取り組も

うとする事業が多かった。͜れにΑって社会か

ら共ײをಘられやすかったというଆ面が͋る。

またԿਓかの起業家たちは、それまでඃ災地域

にੵされてきたがそれ΄どސみられていなか

ったݯࢿにՁを見ग़し、それらを品化する

というΑうな事業を行った。

�ɽେࡂ後ʹੜ·Εͨ企業ͱڥมԽ

͜のΑうな移動起業家の利他的な動機で始Ί

られ、ඃ災地の社会課題に取り組ΉϏδネスは、

震災後の社会の中ではडけೖれられやすか

ったし、ิॿۚ、ࢧԉۚ、ٛԉۚ、寄ۚなど

のۚࢿや経営ݯࢿを調ୡしやすいঢ়ଶに͋っ

た。͜れは、災後に現れた企業が、ඃ災者

のχーζに߹わせてリιースをΧスλϚイζ

し、͜ れらのリιースをਝに提ڙする͜とで、

ΑりൣなίミϡχςΟと地域ίミϡχςΟを

݁ͼつけ、ඃ災者のۤしみをܰݮするというط

存 研 究の 見ともҰக する（4hepherE � 

8JMMJBNs2014）。

しかし時ؒがたつにつれて、社会のؔ৺は

ঃʑにมわっていき、震災後に見られたΑう

なඃ災地にରする特ผなྀや共ײはݮਰし

ていく。それにって、震災後に利他的動機で

設立された企業も、環境がมわると「ඃ災地」

というףが֎され、通ৗの企業とಉ༷に社会性

と経済性を両立させる͜とが要ٻされるΑうに

なる。そのΑうな中で災後に設立された企業

は、どのΑうにしてそれらを両立させ、生存お

Αͼ成長をはたしていったので͋Ζうか。

震災後に起業された企業のその後を୧ると、

*10や.�Aといったग़ޱઓུに成ޭしたݸผ

事例は数݅見られたが、本ߘでは、利他的な

動機で事業を始Ί、ಠࣗのίンセプトでもって

ࣗ社のׂを定ٛしつつ、पғを巻きࠐみなが

ら、࢈業や地域の発లとࣗらの成長をॏͶ߹わ

せてきた企業に焦点を͋てる。

4ɽࡂ後ʹࣄ業を֦େͤͨ͞ࡂ後ى
　��業Ոのྫࣄ

のબͱํ๏論ڀݚྫࣄ　4�1

本ߘでは、東日本大震災をܖ機として利他的

な動機で設立され、نを֦大させてきた企業

の事例として、株式会社秋保ৢ所を取り্͛

る。ಉ社がӡ営する秋保ワイナリーは、東日本

大震災後からໟ利氏にΑってߏされ、

ឯ༨ંۂを経て設立された。秋保ワイナリーは、

東日本大震災にΑって消໓したٶݝのワイナ

リーの෮活に取り組みつつ、東のワイン࢈業

のインΩϡϕーλーとして、また、秋保地域活

性化のॏ要なアクλーのҰつとして活動をして

いる。

͜の会社を取り্͛たཧ༝はҎ下のとおりで

͋る。第Ұに͜の企業は、東日本大震災後に起

業し、10年Ҏ্にわたって事業を֦大させてき

ており、震災෮ڵ企業として໊લがڍがる代表

的な企業で͋るからで͋る。第ೋに調ࠪର者

とのؔ性で͋る。͜のΑうな長期にわたる調

ࠪの場߹、調ࠪର者のྗڠは不Մܽで͋る。
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ච者のҰਓは調ࠪର者と震災後から༷ʑ

な形でަྲྀをもちଓけてきた。第ࡾに調ࠪର

者は定期的に情ใ発৴をしており、調ࠪが

しやすかった点もཧ༝に͛ڍられる。調ࠪख๏

は、業者のインλϏϡー、セミナーやߨԋ

のࢀՃ、ೋࢿ࣍ྉのࢀরで͋る。

ձࣾઋळอৢॴࣜגɿྫࣄ　4�2

4�2�1　ळอϫΠφϦʔのઃ·Ͱ

株式会社秋保ৢ所はໟ利氏にΑって

2014年3月、ઋࢢଠന区秋保町に設立され、

ワインの、ൢചをओな業とする。東日本

大震災から3年たってからの設立となるが、そ

れまで༷ʑなឯ༨ંۂが͋った。

震災લ、ໟ利氏はݐங事所にۈしてお

り、ٶঁݝ町の「ঁԹઘΏΆΆ」の設ܭ

を୲当していた。東日本大震災発災後、ໟ利

氏は設ܭしていたԹઘ施設にंでかう్中、

Ҩ体ࡧのたΊにٽきながらาく消団һの࢟

を目にし、ࣗ もٽきながらӡసしたという（日

本経済新ฉ、2019年10月30日）。

震災後、ໟ利氏はಉ施設のঢ়֬گೝや設ܭ

という事のたΊにඃ災地にり、地域の෮ڵ

会ٞにࢀՃし、多くのඃ災地のਓʑとݾを

ಘた。特に地ݩの家やࢣړたちとすなかで、

൴らの品のൢ࿏開をしなけれならないと

考͑た。さらにໟ利氏は、震災લまでٶݝ山

内།Ұのワイナリーが͋ったが、東日ݝ町にݩ

本大震災でյ໓してしまった͜とをり、ワイ

ナリー͜そが地域の๛かな৯をつな͙もので͋

り、さらにワインπーリζϜは地域にਓをݺͿ

起രࡎになると考͑た。

そ͜でໟ利氏はワインπーリζϜ、Ϛリアー

δϡ（৯とञの૬性のྑい組み߹わせを指す）

にΑる෮ڵ事業をٶݝ内の࣏ࣗ体に提Ҋし

た。ワイナリーを֩としてレストϥンやύン

ができ、গしずつ֗が形成されていく͜とをߏ

したので͋る。だが、͜のҊはどの࣏ࣗ体に

も࠾༻されなかった。そ͜でໟ利氏は、その実

現のたΊにࣗらワイナリーを立ち্͛る͜とに

した。

ໟ利氏は෮ڵの過程でθネίンを始Ίとして

多くのਓʑと新たにネットワークをߏஙしてい

た。ໟ利氏はもともとワイナリーが͋った山ݩ

町でנをॲཧしながら、町の活性化のたΊに

ワイナリーのڵ࠶をܾ意し、その४උのたΊに

ϒυのഓをݧࢼ的に始Ίた。しかし、͜͜

で事業化のนに面する͜とになる。ϒυの

しながらۈ会社にܭഓもうまく行かず、設

ではഓの活動にࢧোをきたした。ߋに、行

や地ݩのྗڠもಘられなかった。そのओなݪ

Ҽをໟ利氏は࣍のΑうにޠる。

「Αそ者とࢥわれたのと設ܭ事所にいたਓ

ؒにग़དྷるわけがないとࢥわれた͜とでしΐ

う。また、ط存の事業を立てさなきΌならな

いのに、֎෦のਓؒをࢧԉする͜とができなか

ったのでしΐう。はしごを֎されたײが͋りま

した」（ໟ利氏のインλϏϡー、2019年

1月31日） 

͜うして2013年、山ݩ町でのワイナリー設

立のたΊのプロδΣクトはऴわりをܴ͑た。͜

のときໟ利氏はいわれなき中ইをཋͼਫ਼ਆ的に

もつらかったとޠる。ワイナリーの設立をஅ೦

する͜とも考͑たが、「ೲಘできるまでやれ
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Αい」という࠺のݴ༿に励まされ、設ܭ事所

をࣙΊワイナリーに本֨的に取り組Ή֮ޛをき

Ίた（Տ新ใ、2024年3月13日）。

ໟ利氏は新たな地を୳すく、たくさΜの

地をาきճった。その時ۮવ立ち寄ったઋࢢ

ଠന区秋保町で、༑ਓにغ์࡞ߞ地を紹介し

てもらい、そ͜をआりる͜とができた。秋保は

ഓにはਃしな地形、ともϒυ、ީؾ

い地で͋った。秋保の地ݩのਓʑの応ԉも͋

って、ໟ利氏は、2014年、50ϔクλーϧを

開ࠖし、1200本のබを২͑て、秋保でのϒ

υഓを開始する͜とになった。

秋保は今までϒυഓが行われた͜とがな

い地で͋り、ໟ利氏もワインにはૉਓだった

のでઌഐワイナリーの本をಡみながら事業を考

͑た。ߋに地のঢ়ଶやϒυഓについては

大ֶからのྗڠも͋った（注）。またໟ利氏は下

で΄とΜどアϧίーϧをҿまないたΊ、؊৺ށ

なৢの者となる͜とができなかったが、

イλリアでৢをษڧしていたਓがໟ利氏の

̨̨̣に応し、ྗڠしてくれる͜とになった。

さらにໟ利氏のઓにରし、公ӹࡒ団๏ਓ

000ԉとして5ࢧڵ団が෮ࡒԉࢧڵඛ事෮ࡾ

ສԁのۚࢿを提ڙし、ۚ༥機ؔからも9000ສ

ԁをआりೖれる͜とができた。͜れらをݩखに

2015年9月には「秋保ワイナリー」が開設され

ワインのৢが開始された。さらにໟ利氏のプ

ロδΣクトが、ઋࢢがओ࠵する起業家応ԉイ

ϕント4E/%A* Gor 4tBrtVps� Ϗδネスάϥンプ

リ2015で༏ल賞をड賞した͜とで注目が集ま

り、ઋٶ、ࢢݝからもྗڠをಘる͜とできた。

ཌ年からはࣗ社でഓしたϒυのऩ֭が始

まり、そのຯはঃʑに্していった。2019年

には「δϟύン・シーυϧ・アワーυ」のςイ

スト৹ࠪ෦にてߴ࠷ධՁ3つを֫ಘし、

2022年にはアδア࠷大ڃのワインίンクーϧで

͋る「サクϥアワーυ2021」においてಉ社のワ

インはΰーϧυϝμϧをड賞するまでにೝΊら

れるΑうになった。

4�2�2　ϫΠφϦʔのΠϯΩϡϕʔλʔͱͯ͠の

　　　��ׂ

秋保ワイナリーの大きな特৭は、ࣗ社品を

するかりではなく、༷ʑなワイナリーの

インΩϡϕーλーとしてのׂをՌたしている

͜とで͋る。震災Ҏ߱、ੈ ք的な「日本ワイン」

のਓؾのߴまりや、東の֤ݝ、特にඃ災地で

͋るٶݝとؠखݝでは෮ڵの文຺でワイン事

業のࢀೖ者が૿͑、༷ʑなワイナリーが生ま

れている（Տ新ใ2021年7月7日、本、

2021）。しかし、新ڵワイナリーの中には、࿑

ಇྗをかけてϒυをഓする͜とができて

も、設උࢿを必要とするৢをࣗ社で行う͜

とはしいものも͋る。

秋保ワイナリーは、そのΑうなワイナリーを

つな͙ϋϒ的なׂをՌたすとともに、他のワ

イナリーのै業һ研म、ৢݧࢼの品開

発のࢧԉを行っている。ಉ社がਵ時開࠵してい

るのษڧ会には、ݝ内かりではなく、山形、

。Ճ者がདྷているというࢀख、福ౡからもؠ

また、秋保ワイナリーは、ৢݧࢼかりで

はなく、ઌ行してϒυのഓに成ޭしたワイ

ナリーのҕୗৢを行う͜とで、スλートアッ

プで͋る֤ワイナリーが事業をيಓにせるた

Ίのखॿけを行っている。現在までに9݅のҕ

ୗৢを行ってきた。͜の事業は秋保ワイナリ
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ーにとってϏδネスというΑりも、東の新た

なワイン࢈業のࢧԉという意ຯ߹いがڧい。

に、͜のΑうなワインͮくりをするਓʑがߋ

૬ޓにインΩϡϕートし͋うネットワークを形

成する動きもग़ている。

年は4νーϜがうちでワインͮくりを行っࡢ」

ている。ٶ3ݝ組と東京1組。東京の方はҧ

うが、いずれはಠ立してࣗでϒυを࡞って、

というਓୡ。ҕୗৢをडける形にはなるが、

ワインͮくりを֮͑るには実ࡍに࡞ってみるの

がҰ൪なので。うちもࣗのワインを࡞らなけ

れならないので、डけೖれにはݶքも͋るが、

うちでҭったೆࡾワイナリーでҕୗৢして

いるਓもいる。࡚（町）のアϧϑΟΦーレ

（FBttorJB AL F*0RE）さΜも」（ໟ利氏の2024

年6月14日のインλϏϡーにΑる）

もともとٶݝには、震災લに山ݩ町にワイ

ナリーが1ݢだけ存在したに過͗ず、そのワイ

ナリーも東日本大震災の時にでなくなっ

た。しかし、2024年7月現在までには、ٶݝ

におけるワイナリーは9ݢにまで૿͑ており、

ໟ利氏にΑれ今後もさらに̓ʙ̔ݢ程度がٶ

ݝ内でワインのৢにணखしΑうとしてい

る。

それを͑ࢧているのがໟ利氏のもつネットワ

ークで͋る。ໟ利氏のと͜ΖでֶΜだ͋とಠ立

し、しらくはໟ利氏のと͜Ζでৢݧࢼをし

てもらう。やがてࣗ社でৢができるΑうにな

ると、今度は新نのワイナリーがࢀೖした時に、

それらのҕୗৢݩになるという組みで、ワ

イナリーのネットワークが形成されている。

「ワイン業քではҕୗৢという͜とは、け

っ͜うݏがる͜とも͋る。らないਓがೖって

དྷてとか。でもはワイナリーをݝ内で૿やし

てワインπーリζϜをֻける͜とが、෮ڵの

後ԡしになるなとࢥったので。たまにݴわれる

のは、ചఢをそΜなに応ԉしてどうするΜだ、

とݴわれる͜とが͋る。しかし、ྺ࢙が証໌し

ている。ワイナリーで࿈ܞしてワイナリーでπ

ーリζϜを行う͜とが、݁ Ռ的にօが५う」（લ

ड़6月14日のインλϏϡーにΑる）

ໟ利氏は他のワインৢ家のྗڠを੯しま

ない。͜れはࣗのࣦഊした経ݧも͑ている

と͜Ζにも表れている。ࣗがݐஙのઐ家で

͋るໟ利氏は施業者の中にはྗがい業

者も存在し、そのΑうな業者と事をすれ大

มな目にૺう͜とを体ݧしている。それらのࣦ

ഊ事例も༨す͜となく公開している。

またໟ利氏も他のワイナリーからのֶͼをಘ

る͜とにᩦཉで͋る。災からの෮ڵでワイナ

リーを始Ίた事例としてஶ໊な、ւಓのԞ৲

ワイナリーにৢ୲当者を1か月ݣし、ৢ

のษڧをさせている。͜れはໟ利氏のワイナ

リーのίンサϧλントしているਗ਼氏がԞ

৲ワイナリーのίンサϧλントをしているؔ

で紹介されたもので͋る。また、秋保ワイナリ

ーはシーυϧをするのにઌ立って、長の

サンクθーϧワイナリーでシーυϧͮくりをֶ

Μだ。͜のサンクθーϧで秋保ワイナリーにڭ

͑たਓが、2025年にٶࣣݝϲ॓町でワイ

ナリーを立ち্͛るという。͜のΑうにໟ利氏

は地域内֎のワイナリーのネットワーク形成に

取り組Μでいる。
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4�2��　ळอのʮड༰ྗʯͱςϩϫʔδϡ

震災લには秋保にԿのԑもແかったໟ利氏

は、ワイナリー設立に͋たって༷ʑなਓにॿけ

られたという。۩体的には、事業を始Ίる͜と

になったໟ利氏をまず͑ࢧたのは、秋保でਓ

の͋る町内会長だった。͜のਓは事業をਐΊ

る্で、ਓؒؔもؚΊて秋保の現ঢ়をໟ利氏

に͑ڭたが、͜の͜とが事業をਐΊる্でۃΊ

て༗༻で͋った。͜のΑうな地域の「ड༰ྗ」

をໟ利氏は࣍のΑうにޠる。

「秋保はԹઘ地という͜とも͋るのですが、

ੲからਓがདྷて、震災の後、いΖΜなܯ察とか

ਫಓہとか全国からདྷたਓのധるલઢج地にな

っていました。秋保のਓたちが、Ԋ؛෦のサポ

ートをしΑうってすごくࢥったらしいΜですͶ。

で、秋保はそうやって֎のਓؒをडけೖれる、

そういう体࣭というか、そういうのが͋る」（ໟ

利氏のインλϏϡー、2019年1月31日） 

͜のΑうに地域にॿけられた͜とが、ໟ利氏

の事業と「地域のৼڵ」をྗڧに݁ͼつける͜

とになった。そ͜からࣗのワイナリーが᷷ӫ

するだけではなく、ワインを֩としながら秋保

にਓをݺͼࠐΉ、ٶの৯と࿈ܞする、といっ

た考͑が生まれた。当ॳの「ワインと৯のϚリ

アーδϡを通して生࢈者の応ԉをしたい」とい

う業のࢥいは、「ςロワーδϡ」というίン

セプトに発లする͜とになる。͜れは「ςロワ

ーϧ（ީؾ෩とਓの営み）」と「Ϛリアーδ

ϡ（৯とおञのϖアリンά）」を߹わせたޠ

で͋り、東の৯やޫ؍地、スポーπをָしみ

ながら、ワインをָしΉという考͑で͋る。

秋保ワイナリーの地域とのؔ性のॏ視は、

「ワインπーリζϜ」をॏ点的にਐΊながら秋

保全体のৼڵ、֗ͮくりをਐΊるたΊの新会社

と発లした。2017年、ໟ利氏は地域ৼڵを

ਐΊるたΊの会社、株式会社アΩπーリζϜ

ϑΝクトリーを2ਓの企業家と設した。͜の

ೋਓのうちҰਓは、৯࢈業でෳ数の起業経ݧ

秋保醸造所
(秋保町、2015）

山元いちごワイナリー
（山元町、2015）

了美ヴィンヤード＆ワイナリー
(大和町、2016）

Fattoria AL FIORE
（川崎町、2018）

南三陸ワイナリー
（南三陸町、2019）

Good’ay winery
（利府町、2022）

大崎ワイナリー
（大崎市、2019）

Yuz farm & vineyard
（七ヶ宿町、2019）

委託醸造
研修、
委託醸造

独立
試験・委託醸造

県外の支援ワイナリー
ベルベットウィンヤード（山形県上山市）
グレープリパブリック（山形県南陽市)、
吾妻山麓醸造所（福島県福島市）、
Three Peaks Winery（岩手県大船渡市）

委託醸造

委託醸造

研修

（ग़所）　Տ新ใ2021年7月7日、本（2021）をもとにච者Ճචमਖ਼

ਤ2　ࡂ後ઃཱ͞ΕͨϫΠφϦʔͱͦのؔ
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を࣋つઋࢢ在ॅのシリアϧアントレプレナー

で͋るઍ༿大و氏、もうҰਓは、地࠷ݩ大खの

ཱྀ館で͋る「צࠤ」のΦーナー、ࡾצ౻ࠤ氏

で͋る。アΩπーリζϜϑΝクトリーは地ݩ

৯ࡐを提ڙするݹຽ家レストϥン「アΩࣷ」

の経営の他、༷ʑな৯のイϕントを開࠵してい

る。現在は、ԹઘҎ֎で「֗าき」をָしΉ؍

ޫ٬の集٬施設のபとなり始Ίている。

ໟ利氏の事業は、秋保地域のઓུに組みࠐ

まれている。つまり「地域との৯とޫ؍との࿈

がストーリーを生Ή」という時、秋保にをܞ

ӡ、地域で࡞られたワインをҿΉ͜とがで

きるという͜とは、٬ޫ؍の秋保でのຬ度を

。させるたΊのॏ要なύーπとなっている্

4�2�4　৽ܕίϩφΟϧεײછ֦େをえͯ

ໟ利氏が提এしたςロワーδϡという考͑方

はঃʑに社会にडけೖれるΑうになっていっ

た。2019年にはઋࢢと「東・ඒञと৯の

ςロワーδϡ」事業を始Ί、国੫ிの「ञଂπ

ーリζϜਪਐ事業」にも࠾された。2020年

にはクϥυϑΝンσΟンάでۚࢿ調ୡしてΩ

ッνンΧーをಋೖする༧定で͋った。と͜Ζが

事業の調な発లを્ΉΑうに新ܕίロナײછ

֦大が事業に҉いӨをམとした。

新ܕίロナײછ֦大時には、秋保ではཱྀ館

が2か月ؒดとなったたΊ、ໟ利氏いわく、「୭

もいないঢ়ଶ」になった。秋保ワイナリーにも

り߹いがお٬としてདྷళし「1日1ਓでചれ

たワインが1本」というঢ়ଶで、ച্は8ׂ下

がってしまった。さらにໟ利氏はストレスや過

࿑がॏなり、くもບ下ग़݂でれてしまった。

幸いखज़は成ޭし、2िؒ*$UにೖӃした。ح

的に後Ҩも΄とΜどແく෮ؼする͜とがで

きた（Տ新ใ2021年2月14日）。

やがてίロナがऩଋを見せると、秋保に活ؾ

が戻ってきた。ໟ利氏は͜の機をとら͑て、

2024年Նにࣗ社内にซ設してレストϥンを始Ί

るܭ画をたてた。そ͜では地ݩの৯ࡐを༻し、

生࢈者と消අ者がにかい߹う「ϝーΧー

ζσΟナー」を実施していく༧定で͋る。「ςロ

ワーδϡ秋保」と໊けられた͜のプロδΣク

トのۚࢿ調ୡにはクϥυϑΝンσΟンάが

われ、目ඪֹۚ500ສԁを大きく্ճる884ສԁ

を集Ί、ಉ年7月には実現する見通しで͋る。

また2024年̍月には、ถ国Οスίンシンभ

に本社をஔくアϝリΧで༗数の地Ϗーϧৢ所、

「άレートσーン」が秋保にਐग़した。それを

介したਗ਼氏は山ݩ町でໟ利氏がۤಆして

いる時にྗڠをਃしग़たਓで͋る。ਗ਼氏は

ถ国Οスίンシンभに͋る地Ϗーϧৢ所、

「άレートσーン」にۈし、ৢを行っていた

経ݧが͋った。͜のৢ所が日本にਐग़したが

っている͜とをਗ਼氏からฉいたໟ利氏は、ઋ

ٶ、ࢢݝとྗڠして熱৺な༠க活動を行い、

݁Ռ、άレートσーンは秋保にৢ所を開く͜

とにܾΊた。現在ಉ社は秋保ワイナリーのۙ所

にৢ所を2024、͑ߏ年1月からಉ地でレスト

ϥンをซ設のϏーϧのৢ所をӡ営している。

ワイナリーや地Ϗーϧৢ所を始Ίとして秋

保がϝσΟアに取り্͛られる͜とが૿͑るに

ैい、秋保にはएい移ॅ者が૿Ճしている。ア

ΩπーリζϜϑΝクトリーの代表、ઍ༿大و

氏は「σβイナー、ΧϝϥϚン、クリΤイλー

が秋保で事を始Ίて、൴らにಌれるਓʑが

秋保に移りॅΉ例が૿͑ている」とޠる。͜の
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͜とはໟ利氏もೝΊており、ໟ利氏とઍ༿氏を

中৺として2024年4月に「秋保όレーٞڠ会」

を設立した。ໟ利氏が͜のٞڠ会の代表をΊ、

地域のϗςϧ、άレートσーン、アΩࣷ、地

域のレストϥン、クϥϑト࡞家、家、༷ʑ

なਓʑや組৫がࢀՃしており、地域のະདྷを考

͑る場として機し始Ίている。

কདྷ的にໟ利氏は、秋保でϏーϧ、ワイン、

ΟスΩー、アϧίーϧにؔする事業者との

࿈ܞをࡧしている。そのたΊに地ݩのόス会

社で͋るλέϠަ通とόスのࣗ動ӡసにؔする

実証実ݧのਃをしたり、དྷ年度Ҏ߱に開ֶを

༧定している事業ߏをઐ的にֶͿ大ֶに

秋保をϑΟーϧυとしてって΄しいとചりࠐ

Μだりと、秋保のϒϥンσΟンάに熱৺に取り

組Μでいる。͜のΑうにໟ利氏は、ワイナリーの

ネットワーク形成だけにはཹまらず、༷ʑなओ体

とのネットワークを秋保の地にߏங中で͋る。

ද1　ໟརࢯの׆ಈ年ද

年 事象

2011年 東日本大震災発災、毛利氏の設計した建物が津波で壊滅される

2012年 被災地の委員会に参加

2013年 山元町でブドウを植樹、プロジェクト実施、しかし失敗

2014年
仙台市太白区秋保町の耕作放棄地を紹介される
設計事務所を退職、秋保醸造所登記
ブドウの苗木1200本を自費で調達し植える

2015年
三菱商事復興支援財団と銀行からの支援を受け、秋保ワイナリー醸造開始。SENDAI for Startups! ビジネス
グランプリ2015受賞により注目が集まる。

2016年
自社栽培ブドウによるワイン生産開始

タンク等増設

2017年
株式会社アキウツーリズムファクトリー設立

新興ワイナリーへの委託醸造開始

2018年
黒字化達成

「テロワージュ東北」設立、代表となる

2019-2021年
新型コロナ感染拡大
ストレスと過労のためクモ膜下出血で毛利氏、倒れる

2022年
アジア最大級のワインコンクール、「サクラアワード2021」で「リバーウインズブラン2020」がゴールドメ
ダル獲得、コロナ収束

2023年 ワイナリー訪問者6万人達成

2024年

地ビール醸造所グレートデーン、秋保進出

「秋保バレー協議会」発足

レストラン併設のためのクラウドファンディング成功

「テロワージュ秋保」オープン
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�ɽྫࣄの考

��1　౦本େࡂ後のڥมԽͱळอৢॴ�

���������のରԠ�

��1�1　ࠞཚظのࡂ後（2011 ʙ 201�）

͜の時期はࠞཚ期で͋り、環境もࠞಱとして

いた。͜の時期に͋ったのは、東地域に͋っ

たワイナリーのྺ࢙を෮ڵさせたいというໟ利

氏のࢥいだけで͋った。ໟ利氏は起業当ॳはワ

イナリーを設立・経営するのに必要なものを΄

とΜどԿも࣋っていなかった。起業経ݧもなく、

ࣗも下ށでアϧίーϧをҿΉ͜とはなく、ワ

インの࡞り方もらなかった。また設ܭ事所

とֻけ࣋ちをしており、山ݩ町での実ݧも͋ま

りࢧԉをಘられなかった。͜の時期、ໟ利氏は

҉中ࡧのঢ়ଶで͋った。

͜の時期のໟ利氏は༻意प౸で͋ったとはと

てもいいがたいが、ໟ利氏は震災後に࣏ࣗ体

で開࠵された震災෮ڵ会ٞにੵۃ的にࢀՃ

し、༷ʑな業քに数多くのネットワークをߏங

していった。のちに、そ͜でஙいたؔを介し

て༷ʑな֫ݯࢿಘができていくΑうになる。

ग़ݱのڥ͍͠·業ʹى　��1�2

����������（2014 ʙ 201�）

震災後2 ʙ 3年たつと෮ڵがਐみ社会もঃʑ

に҆定を取り戻し始Ίる。他方で෮ڵのたΊの

新しいઓがਪ奨されつつ、ඃ災地のྀや

共ײもҡ࣋される時期で͋った。͜のΑうな時

期、起業家たちにとってましい起業環境が現

ग़した。起業が「震災からの෮ڵのखஈ」とし

てҐஔけられ、起業家ਫ਼ਆを࣋つものにରし

てۚࢿやิॿۚおΑͼ賞ࢍが༩͑られ、起業を

。された࠵ԉする༷ʑなίンςストも多数開ࢧ

秋保ワイナリーも、͜の時期にࡾඛ事෮ڵ

9000ສࢿ団から5000ສԁ、ۜ行から༥ࡒԉࢧ

ԁをडける͜とができ、それらをݩखにして秋

保ワイナリーを設立し、ワイン施設をߪೖ

し、ࣗ社ഓのϒυにΑるࣗ社ৢがՄに

なった。

また͜の時期に「ड༰ྗ」のߴい秋保地

域にग़会い定ணしたのも、ໟ利氏のその後に大

きなӨڹを༩͑る͜とになった。

��1��　౦ϫΠϯ࢈業のੜ（201�ʙ 201�）

Ҿきଓき起業家にとってましい環境はଓい

ていたが、͜の時期、ໟ利氏はࣗのϏδネス

がيಓにり始Ίると、ϥイόϧになりかͶな

い他のಉ業者にもखをࠩし৳、ワインのݧࢼ

ৢや研मをけෛうという͜とをੵۃ的に行

っていった。֤地にワイナリー設立を通じたま

ちͮくりがਐΊ、東のඃ災地を෮ڵできる

と考͑ていたので͋る。

͜͜にはϥイόϧと᛭ୖຏしながら、օで

東のඃ災地をワインでり্͛Αうとする、

ໟ利氏の利他的な行動が͋った。͜のΑうなໟ

利氏の取り組みは、地域に֎෦経済ޮՌを生み

ग़しಉ社にもそれはؐݩされる͜ととなった。

��1�4　ίϩφ201）ظ� ʙ 2021）

全国的に新ܕίロナײછ֦大時は、秋保の

みならず、日本全体がۤしい期ؒとなった。特

にޫ؍地で͋る秋保のམちࠐみはܹしく、それ

にい秋保ワイナリーもച্は8ׂもܹݮし

た。またໟ利氏も過࿑のたΊクϞບ下ग़݂で

れるという不幸にऻわれる。しかしೖӃ中に時
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ؒをもてた͜とで、ポストίロナにけてߏ

をԹΊる時ؒをಘた。

��1��　ʮςϩϫʔδϡʯをίϯηϓτʹͨ͠

　　　�ळอのҬͮ͘Γʹࢀը（2022 ʙ）

ίロナがऩଋし始Ίると、ໟ利氏がԹΊてき

た༷ʑなߏが実現にかってਐみ始Ίた。ໟ

利氏の事業は、ワイン࢈業にとどまるものでは

なく、ൣかつಠࣗ性の͋るߏに͑ࢧられて

いる。それがީؾ෩を意ຯする「ςロワーϧ」

と、৯とおञのϖアリンάを意ຯする「Ϛリア

ーδϡ」を߹体させた「ςロワーδϡ」という

ޠに集されている。͜れがໟ利氏の事業の

本࣭で͋り、༷ʑなओ体を巻きࠐΉྗとなって

いる。

現在のໟ利氏の事業は、ᶃૉਓにワインৢ

を͑ڭ、ࣗの設උでৢもけෛう、ᶄワ

インに߹うΑうに࢈ݝのΧΩやνーζのਫ࢈

、࢈を༻いた品開発とワインと৯、π

ーリζϜをҰ体的にඋするޠ「ςロワーδ

ϡ」を発৴する、というもので͋り、͜のίン

セプトのもとに多数のਓがໟ利氏の事業にؔわ

るΑうになってきている。

また「ςロワーδϡ」というίンセプトは、

いまや秋保ワイナリーのみならず、秋保地域を

大きく動かすίンセプトとなっている。͜のί

ンセプトの下、ಉ地の他のҟ業छのプレーϠー

がؔわり͋い、地域のັྗをり্͛、݁Ռと

して、クリΤイςΟϒなਓࡐが秋保に移ॅした

り、その地域に新しい事業者が移動してきたり

という͜とにつながっている。秋保という地域

でのਓݮޱগをࢭΊるまでのޮՌは示していな

いが、その成Ռはঃʑに表れつつ͋る。

��2�　ໟརࢯの׆ಈをࢧえるརଞੑ

ໟ利氏の行ってきた͜とをৼりฦると、震災

後、環境に࿔されていたΑうに見͑るが、

時ؒがたつにつれ起業にܙまれた環境が現ग़

し、そのにって秋保ワイナリーを設立して

から、ঃʑにໟ利氏の経営者としての方性や

。が໌֬にଧちग़されるΑうになったߏ

まずໟ利氏のࢥとしてはࣗ社だけの利ӹ༏

ઌではなく、東ワイン࢈業全体の࠶生を目的

としていた。またςロワーδϡというίンセプ

トをଧちग़し、ࣗ社を秋保地域の༷ʑなओ体の

がりの中にҐஔͮけつつ、地域の新しいՁܨ

を࡞りग़す͜とに取り組Μだ。͜れら活動をଧ

ちग़す中、ໟ利氏は設立当ॳから利他的な行動

をとりଓけ、環境がมわってもその方はҰ؏

していた。

�ɽऴΘΓʹ

震災後に現れた起業家は、災のӨڹを

大きくडけるが、時ؒの経過につれ環境がม化

し、それにର応していく͜とがٻΊられるΑう

になる。特に利他的な動機で設立された企業が、

環境が通ৗঢ়ଶに戻るにつれて、どう利他性と

経済性の両立をਤっていくのかという点は今後

もٞ論すきॏ要な論点で͋る。

本ߘでは、東日本大震災後に利他的な動

機で設立され、その後、成長を見せた代表的

企業として秋保ৢ所を取り্͛た。ಉ社は設

立当ॳからの利他性をࣦわず、「ςロワーδϡ」

というಠࣗのίンセプトを࣠に、ؔ者をҾき

け、巻きࠐみ、地域からのࢧԉや共ײをҾき

ग़し、地域全体として共存共ӫの組みを࡞り

͋͛ていった。つまりಉ社は、利他的で͋りଓ
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け、ಠࣗ性のߴいߏྗでもって環境にಇきか

け、環境そのものをม͑て成長していったので

͋る。

ँࣙ

本研究は日本ϕンνϟーֶ会、研究ܕプロδ

Σクト「災と起業プロδΣクト」（研究代表ɿ

福嶋࿏）、Պ研අج൫$「災後の起業家活動と

ネットワークのμイナミクス」（代表研究者ɿ品

田17,03916　࢘）、Պ研අج൫$「災にΑる

ネットワークのม化とඃ災した中小企業のイϊϕ

ーシϣン」（代表研究者ɿ品田20,01817　࢘）

のࢧԉをडけて行われました。また、取ࡐとࢿྉ

ऩ集には品田ঘܙ氏のྗڠをಘました。



1）地վྑにおいては立໋館大ֶ生໋Պֶ

෦が、ワインৢについては山ས大ֶワイン化

ֶ研究センλーがྗڠした。
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�̒ཁ　̓�ࢫ

日本では、中小企業経営者のྸߴ化がਐలしている。͜うした中で、एいੈ代のԁな
事業承継をଅす͜とがٻΊられている。中小企業研究の多くでは、中小企業経営者のアント
レプレナーシップと社会的ネットワークにਖ਼の༗意な૬ؔؔが͋るとされている。すなわち、
事業承継者の社会的ネットワークの形成ଅਐが、ΑりΑい事業承継環境のߏஙを現ग़する͜
とになる。そのたΊ、事業承継者は「どのΑうに社会的ネットワークを形成すれΑいのだΖ
うか」、「社会的ネットワークから、ԿをಘているのだΖうか」のೋつのリサーν・クΤスνϣ
ンに解する必要性が生じる。ط存研究では、事業承継者の社会的ネットワークは所༩のも
のとされていたり、事業承継者がアントレプレナーシップを発࿐して、アントレプレナーシッ
プの要ૉで͋る社会的ネットワークを形成するといったトートロδー的なٞ論もগなくなかっ
たりする。͜れは্هのいが、ط存の中小企業研究におけるリサーν・Ϊϟップで͋る͜
とを意ຯする。本論文では、東京都のΏるやかで、Φープンな事業承継者・中小企業経営者
のަྲྀάϧープで͋る「下町サミット」を事例研究のରにして、্هのリサーν・クΤス
νϣンに୳ࡧ的に解する͜とを企ਤした。۩体的には、下町サミットにؔするࡾਓの事
業承継者・中小企業経営者のޠりをऩ集し、ޠੳを行った。その݁Ռ、্هのリサーν・
クΤスνϣンにରして、「事業承継者は、事業承継্のࠔにରቂし、その解ܾ方๏をٻΊて、
地域のަྲྀάϧープにࢀՃする。当֘ަྲྀάϧープの活動の中で、社会的ネットワークを形
成し、調和的情熱の発生から、事業承継のࠔにରするレδリΤンスを֫ಘする」͜とを提
示した。下町サミットの事例研究からは、「ߥ区の事業承継者が調和的情熱を、他地域の事
業承継者・中小企業経営者と共༗しΑうと、地域をލいだަྲྀάϧープで͋る下町サミット
をした͜と」、「০区の事業承継者が、下町サミットでಘた調和的情熱を共༗しଓけΑ
うと、ࣗ地域にަྲྀάϧープをした͜と」といった発見的事実も示された。すなわち、
Ώるやかで、Φープンな下町サミットを経༝して、東京都の事業承継者の社会的ネットワー
クにؔする地域をލいだ࿈的形成が生じているので͋る。事業承継者の社会的ネットワー
クの形成プロセスにؔする͜れらの発見的事実は、ط存の中小企業研究のリサーν・Ϊϟッ
プをຒΊるもので͋る。実的には、地域の࣏ࣗ体や࢈業ࢧԉ機ؔがަྲྀάϧープを立ち্
͛るࡍは、事業承継者や中小企業経営者の調和的情熱の発生に焦点を当てる必要が͋る。そ
の্で、調和的情熱を他者と共༗したい、とࢥわせる͜とが؊要で͋る。地域の事業承継者
が地域֎のަྲྀάϧープにࢀՃする͜とも༗༻で͋る。͜れらは本論文のֶज़的・実的ߩ
。になるݙ

山 本 　 ૱

（ 　　　  　　　  ）東 ༸ 大 ֶ
経 営 ֶ ෦ ڭ त

のࣾձ的ωοτϫʔΫのऀܧ業ঝࣄ
࿈的ܗͱௐ的

ɿ౦ژのަྲྀάϧʔϓʮԼொαϛοτʯをྫࣄͱ͠ ͨޠੳ

論 文
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1�ҙࣝ

事業承継者はどのΑうに社会的ネットワーク

を形成すれΑいのだΖうか。また、事業承継

者は社会的ネットワークから、Կをಘているの

だΖうか。本論文の目的は、東京都のΏるやか

で、Φープンな事業承継者・中小企業経営者

のަྲྀάϧープ（Ҏ下、ަྲྀάϧープ）で͋る

「下町サミット」を事例研究のରにする͜と

で、͜れらのリサーν・クΤスνϣンに୳ࡧ的

に解する͜とで͋る。その্で、事業承継者

の社会的ネットワークの形成プロセスのҰを

໌らかにしていく。事例研究からは、ᶃ ߥ

区の事業承継者は、地域のަྲྀάϧープにࢀ

Ճし、社会的ネットワークを形成するˠそ͜で

調和的情熱が生じ、地域をލいだ新たなަྲྀ

άϧープで͋る下町サミットをする、ᶄ 

০区の事業承継者が下町サミットにࢀՃし、社

会的ネットワークを形成するˠそ͜で調和的情

熱が生じ、地域に新たなަྲྀάϧープで͋るも

のίト100をする、といった事実を見ग़し

た。すなわち、下町サミットをస機にして、地

域をލいだ、事業承継者の社会的ネットワーク

の࿈的形成が生じている͜とを୳ࡧ的に໌ら

かにしている。

事業承継は、日本の中小企業策のओたるト

ϐックのҰつで͋る。日本の事業所数全体の

99.7�は中小企業で͋る（2016年ɿ中小企業ന

ॻ2024年 ൛ ）。また、日本 の ब 業 者 の内。

68.8�は中小企業でಇいている（2016年ɿ中小

企業നॻ2024年൛）。Ճ͑て、中小企業策で

は、中小企業には大企業にはないछʑの特性が

͋るとされてきた。例͑、中小企業നॻ2000

年൛では、「地域経済社会発లの୲いख」、「ັ

ྗ͋るब業機会ग़の୲いख」、「イϊϕーシϣ

ンの୲いख」、「ࢢ場ڝ૪のබচ」といったׂ

を指摘されている。中小企業നॻ2022年൛で

は、中小企業のׂ・機として、「άローό

ϧల開をする企業（άローόϧܕ）」「サプϥイ

νΣーンでの中֩ポδシϣンを֬保する企業

（サプϥイνΣーンܕ）」、「地域ݯࢿの活༻に

Αり立地地域֎でも活動する企業（地域ݯࢿ

す͑ࢧ地域の生活・ίミϡχςΟを下」、「（ܕ

る企業（生活インϑϥؔ࿈ܕ）」が͛ڍられて

いる。͜れらは中小企業が日本の社会・経済・

地域のج൫を͑ࢧている͜とを意ຯする。Ұ方、

1�ҙࣝ
ஙߏのϨϏϡʔͱੳのڀݚଘط�2
ੳޠɿԼொαϛοτのڀݚྫࣄ��
のղऍྫࣄ�4
��݁論ͱ͞Εͨ՝
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日本ではྸߴ化がٸにਐలしている。中小企

業経営者もಉ༷にྸߴ化している。中小企業経

営者の平ۉ年ྸは্ঢをଓけていて、70 ʙ 74

も多いঢ়࠷者にଐする年ྸଳがྸߴのલ期ࡀ

がଓいている（2022年ɿ中小企業നॻ2023گ

年൛）。͜うした中で、Αりएいੈ代のԁ

な事業承継をΑりΑくଅす環境がなけれ、中

小企業のഇ業が૿Ճする͜とになる。そうする

と、中小企業に࿈໖とੵされてきた経営ݯࢿ

がࢄҳし、日本の社会や経済、࢈業、地域の

੬ऑ化にもつながっていく。ただし、事業承継

が社会題としてೝࣝされ、छʑの策的ࢧԉ

がల開されଓけた͜とも͋り、日本の中小企業

における事業承継者の不在は下している

（中小企業നॻ2023年൛）。そして、中小企業

経営者はࣗのを事業承継者のީิとし、

当֘ਓが「経営者としての֮ࣗ・当事者意ࣝ

をඋ͑」、「ࣗ社や他社でेな実経ݧをੵ

み」、「経営者として必要なࣝ・スΩϧをशಘ

した」とஅしたࡍに事業承継を行っているの

で͋る（中小企業നॻ2023年൛）。中小企業研

究の多くでは、中小企業経営者のアントレプレ

ナーシップのߴと社会的ネットワークの多Չ

にはਖ਼の༗意な૬ؔؔが͋る͜とが指摘され

ている。͜れらのط存研究をԉ༻すれ、事業

承継者は社会的ネットワークを形成する͜と

で、経営者としての֮ࣗ・当事者意ࣝ、実に

ؔする経ݧ、経営者として必要なࣝ・スΩϧ

を֫ಘするとも͑ݴるだΖう。

また、中小企業നॻでは、「中小企業の事業

承継は୯なる経営体੍のมߋではなく、ߋなる

成長・発లを͛るたΊのҰつのస点になり

ಘる」とも指摘している（中小企業നॻ2021

年൛）。第ೋ業というݴ༿が͋るΑうに、事

業承継にΑる経営者のަ代は、中小企業にとっ

てはイϊϕーシϣンの発࿐の機会でも͋る。中

小企業നॻでは、中小企業が事業承継をܖ機

とした事業成長をՌたした͜と、その成長には、

事業承継者の社会的ネットワーク形成が介在し

ている͜とが示ࠦされている（例ɿ中小企業ന

ॻ 2021年൛、p.339）。そのたΊ、中小企業

策でも、事業承継者の社会的ネットワークの形

成にؔ৺がࢧわれるΑうになっている。中小

企業നॻ2024年൛では「後継者ࢧԉネットワ

ーク事業」が紹介されている。当֘事業では、「後

継者にΑるط存事業ٴͼ経営ݯࢿの活༻を౿

ま͑た新ن事業の企画・実行にけた۩体的

な行動をҾきग़すたΊ、後継者けのϐッνイ

ϕントを開࠵する。ϐッνイϕントを通じた、

後継者の۷り起͜しฒͼに後継者ಉ࢜、ઌഐ経

営者とのつながりڧ化もਤる」͜とがهड़され

ている。

中小企業のԁな事業承継は日本社会にと

ってのۓ٤の課題のҰつとなっている。そして、

ԁな事業承継の実現には、事業承継者の社

会的ネットワークが介在する。そのたΊ、事業

承継者には社会的ネットワークを動的にߏங

するΑうな࢟と行動がٻΊられる͜とにな

る。Ճ͑て、社会的ネットワークとは、༷ʑな

ओ体の૬࡞ޓ༻にΑり、ෳ߹的に形成される。

Ҏ্Αり、事業承継者の社会的ネットワークの

形成プロセスに焦点を当て、その۩体的な࢟を

໌らかにする͜とは্ֶ、企業経営্、経済

策্のଥ当性を༗する͜とになる。಄でड़

たΑうに、本論文では、「下町サミット」の

事例を提示する。下町サミットは、東京都のަ
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ྲྀάϧープで͋る。事業承継者・中小企業経

営者は༷ʑなަྲྀάϧープにࢀ画する͜とで、

ࣗの社会的ネットワークを形成する͜とがで

きる（)ernÂnEe[�$BrrJÓn$BNBrero�*[RVJerEo 

BnE (VtJÉrre[�$JMMÂn2020）。下町サミットには、

本のަྲྀάϧープとして、ᶃ 事業承継者の

動的な社会的ネットワークの形成活動（4oDJBM 

/etworkJnH）で͋る͜と、ᶄ 行区画にറら

れない、東京23区をԣஅした活動で͋る͜と、

ᶅ 下町サミットが開࠵された֤区で、新たな

ަྲྀάϧープが生まれている͜と、といった他

の事例では؍察される͜とのগない特徴を༗し

ている。そのたΊ、事例研究のରとしてもଥ

当性を༗する。東京都における事業承継者の

社会的ネットワークの地域をލいだෳ߹的な形

成プロセスも؍察できるだΖう。Ҏ্を౿ま͑、

本論文では、下町サミットを事例研究のରと

して、事業承継者の社会的ネットワークの形成

プロセスを୳ࡧ的に໌らかにしていく。߹わせ

て、事業承継者のަྲྀάϧープとしての下町サ

ミットの「ಠࣗ性」も提示する。

ஙߏのϨϏϡʔͱੳのڀݚଘط�2

中小企業経営論やϑΝミリーϏδネス研究で

は、中小企業の事業承継が༷ʑな؍点から論

じられてきた。そ͜ではԁな事業承継には໖

ີな事業承継ܭ画が必要で͋るとされている。

画はΑりΑくܭ存研究では、「Αき事業承継ط

४උされた事業承継者を生みग़す（B HooE 

sVDDessJon pMBn NBZ resVMt Jn heJrs thBt Bre 

Cetter prepBreE）」とも表現されている（.orrJs 

et BM.1996）。その্で、ϑΝミリーϏδネス研

究では、ਓ຺͋るいは社会的ネットワークが、

事業承継における移సすき経営࢈ࢿとして、

論じられている。例͑、4teJer（2001）では、

ϑΝミリーϏδネスにおける事業承継の4つの

形ଶを示した্で、いずれの形ଶでも、ઌ代経

営者から事業承継者にରして、社会的ネットワ

ークと社会ؔࢿ本が移సされている͜とを示

した。4DheMM　)JepMer BnE .ooH（2018）では、

υイπの中小企業をରにして、ઌ代経営者か

ら事業承継者にରし、社会的ネットワークがど

のΑうに移సされるのか、その۩体的なプロセ

スを໌らかにしている。事業承継者はまず、ઌ

代経営者の社会的ネットワークをೝࣝする。そ

の্で、当֘社会的ネットワークをࣗにとっ

て、࠷దなものにม༰させていくので͋る。

ただし、্ड़したط存研究の多くでは、社会

的ネットワークを所༩のものとして、ٞ論がな

されている͜とに注意が必要で͋る。ط存の中

小企業経営者の多くは長期的にݻ定化された

取ҾにຒΊࠐまれている͜とが多く、社会的ネ

ットワークのサイζも小さい͜とが多い。͜う

した中で、事業承継者から見ると、承継すき

社会的ネットワークがそもそも存在しない、と

いう͜ともগなくない。中小企業策のҰつと

して、಄で示した「後継者ࢧԉネットワーク

事業」が存在する͜とも、その証ࠨのҰつで͋

る。その場߹、事業承継者は社会的ネットワー

クをࣗら形成する͜とが؊要になる。しかし、

ઌ代経営者が͋る特定の٬ސ企業との取Ҿに

ै事し、そのঢ়گをΑしとしていたら、事業承

継者は社会的ネットワークの必要性もೝࣝしな

いし、社会的ネットワークを形成する機会も੍

ਓとして、社会的ݸ、されるだΖう。Ճ͑てݶ

ネットワークを形成するたΊには、গなからず
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アントレプレナーシップを発࿐する必要が͋

る。ط存研究では、中小企業経営者はリスクࢤ

に࢟的・動的な行動ۦ性、ֵ新性、ઌ

ཪଧちされた企業家行動をબする͜とで、प

ғからのײ情的ࢧԉをಘられる͜と、そうした

する͜ԉが社会的ネットワークにసࢧ情的ײ

と、が示されている（山本、2015）。Ұ方、下

ड़するΑうに、社会的ネットワークは、アント

レプレナーシップをש起する要ૉのҰつで͋

る。そうすると、事業承継者から見れ、アン

トレプレナーシップに必要とされる社会的ネッ

トワークを形成するたΊに、アントレプレナー

シップが必要になるというトートロδー的なߏ

ਤが現ग़する͜とになる。事業承継者には、

業者のΑうなアントレプレナーシップが、生དྷ

的にඋわっていない͜ともしくないのにで͋

る。Ҏ্Αり、事業承継者の社会的ネットワー

クの形成にؔするΑり۩体的な方๏に焦点を当

てる必要が͋る。

事業承継者が社会的ネットワークを形成す

る、ສਓけの࠶現性のߴい方๏として、中小

企業経営者のަྲྀάϧープ͋るいはίミϡ

χςΟのࢀՃが͋る。)ernÂnEe[�$BrrJÓn 

$BNBrero�*[RVJerEo BnE (VtJÉrre[�$JMMÂn

（2020）は企業経営者が、छʑのަྲྀάϧープ

に所ଐする͜とで、༷ʑな社会的ネットワーク

を形成すると指摘している、また、ւ֎アΧσ

ミアでは、ۙ年、起業家や中小企業経営者の

4/4にΑるΦンϥイン・ίミϡχςΟにおける

社会的ネットワークの形成にؔする研究がਐΜ

でいる。その্で、ର面（GBDe to GBDe）のίミ

ϡχςΟとΦンϥイン・ίミϡχςΟは、社会

的ネットワークにؔし、૬ޓにର立するもので

はなく、ิؔに͋る͜とが示されている

（1Ére[�FernÂnEe[ et BM.2020）。そうしたίミ

ϡχςΟの中で形成された社会的ネットワーク

が、ࢀՃ者のアントレプレナーシップにਖ਼のӨ

を༩͑る͜とも示ࠦされている。そして、事ڹ

業承継者の社会的ネットワーク形成にؔして

は、地域ίミϡχςΟのׂに焦点のҰつが当

てられてきた。ਓʑは地域ίミϡχςΟにࢀՃ

し、ަྲྀする͜とで、社会的ネットワークを形

成する͜とができる。͜れは事業承継者もಉ༷

で͋る。事業承継者は地域ίミϡೋςΟの中で、

他の事業承継者との社会的ネットワークを形成

するので͋る（๕、2005ʀງӽ、2017）。事

業承継者は「Ώるやかで、Φープンな」社会的

ネットワーク（4BnDhe[�FBNoso2015）から、

経営ݯࢿを֫ಘするとも指摘されている（)Jte 

BnE )esterMZ 2001）。Ҏ্のط存研究から、事

業承継者の社会的ネットワーク形成にؔして、

地域のަྲྀάϧープ/ίミϡχςΟに焦点を当

てる͜とはੋೝされるだΖう。ط存研究ではަ

ྲྀάϧープとίミϡχςΟがおおΑそಉじ意ຯ

で༻いられている。本論文では、事業承継者・

中小企業経営者をରにしている͜とから、

)ernÂnEe[�$BrrJÓn$BNBrero�*[RVJerEo BnE 

(VtJÉrre[�$JMMÂn（2020）を౿ま͑つつ、ަྲྀά

ϧープという۟ޠを༻いる͜とにする。

それでは、事業承継者は社会的ネットワーク

からԿをಘられるのだΖうか。ط存研究では、

社会的ネットワークは、ઌ代経営者から事業承

継者に移సされるきॏ要な経営ݯࢿで͋ると

されてきた。લड़したΑうに、企業やݸਓとい

った行ҝओ体（BDtor）は他のओ体とのؔ性・

社会的ネットワークにຒΊࠐまれていて、そ͜
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から社会ؔࢿ本（4oDJBM $BpJtBM）を֫ಘする

͜とになるからで͋る（(rBnoWetter1992）。実

中小企業のύϑΥーϚンスと社会的ネット、ࡍ

ワークの多Չにؔするط存研究はগなくない。

例͑、4tBN Ar[MBnJBn BnE EMGrJnH（2014）

では、中小企業経営者の社会的ネットワークの

多༷性が、当֘企業の経営ύϑΥーϚンスに༗

意なਖ਼のӨڹを༩͑ている͜とが示されてい

る。ಉじΑうに、FrBnDo )BBse BnE 1ereJrB 

（2016）では、ポϧトΨϧの中小企業86社にର

する実証研究から、企業のύϑΥーϚンスと社

会的ネットワークにؔする༗意なਖ਼の૬ؔがใ

されている。LoBnJEࠂ %eseMnJDV BnE .JMJtBrV

（2018）でもϧーϚχアの中小企業をରにし

て、社会的ネットワークとイϊϕーシϣンのؔ

を実証ੳしている。4BrwBr et BM.（2021）

では、中小企業のネットワーク形成ྗにண目

して、当֘ྗの多Չが社会ؔࢿ本の֫ಘ

につながり、イϊϕーシϣンの発࿐につながる

͜とを示している。͜のΑうに、事業承継者に

とって、社会的ネットワークはイϊϕーシϣン

やそのԆ長ઢ্に͋る事業成長のܾ定要Ҽで

͋る。社会的ネットワークは、ઌ代経営者の視

点からも、事業承継者の視点からも、ॏ要な経

営ݯࢿなので͋る。ݴ༿を͑れ、社会的ネ

ットワークは、事業承継者が第ೋ業など新た

な事業成長を実現する寄るลになると͑ݴる。

社会的ネットワークは、事業承継者のࢥ考や࢟

にӨڹを༩͑、アントレプレナーシップをऒ

起するとݴわれている。/BsVtJon et BM.（2022）

は企業経営者の社会的ネットワークから、当֘

ਓのアントレプレナーシップが発࿐し、動

的な企業家行動が組み߹わさる͜とで、事業成

長の൶が開かれるとしている。事業承継者の社

会的ネットワークは、ϑΝミリーϏδネス研究

とアントレプレナーシップ研究の2つがަࠩす

るྖ域のトϐックだとも͑ݴる。Ҏ্のط存研

究を౿ま͑つつ、本論文では、಄で示した

題意ࣝにଇり、4hBn BnE TJBn（2022）のٞ論

をԉ༻する。4hBn BnE TJBn（2022）は、社会

的ネットワークとそ͜に介在する社会ؔࢿ本

が、企業経営者のೝとײ情にӨڹを༩͑、調

和的情熱（)BrNonJoVs pBssJon）を発生させ、

さらにはレδリΤンスをݺͼ起͜すとしてい

る。調和的情熱とは活動中や活動後のポδςΟ

ϒなײ情にؔするもので、ワクワクするΑう

な࣋ؾちと͑ݴるもので͋る。調和的情熱の

ରはڧഭ的情熱（0CsessJWe pBssJon）で、活

動中や活動後のネΨςΟϒなײ情にؔするも

ので、͛っそりする࣋ؾちやࣥண৺の͜とで͋

る（ٱ保・2018、ٶ）。社会的ネットワークは、

調和的情熱をΑり大きくऒ起するとしている。

Ճ͑て、アントレプレナーシップ研究には、社

会的ネットワークと調和的情熱にؔする「ܲが

ઌかཛがઌか」のٞ論が存在する。#eDker 

ECCers BnE EnHeM（2023）では、調和的情熱

を༗するਓは他者と調和的情熱を共༗しΑう

とするし、他者も当֘ਓの調和的情熱にऒき

けられると指摘している。社会的ネットワー

クが調和的情熱を生みग़すだけでなく、調和的

情熱もまた社会的ネットワークを生みग़すので

͋る。日本の事業承継者の社会的ネットワーク

形成にؔして、調和的情熱をੳ組としたط

存研究は見当たらない。また、事業承継者にΑ

る地域をލいだ社会的ネットワークの形成活動

に焦点を当てたط存研究もগない。͜れらは中
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ੳޠɿԼொαϛοτのڀݚྫࣄ��

ํ๏

本論文では、事業承継者の社会的ネットワー

クの形成プロセスを୳ࡧ的にੳするたΊ、下

町サミットの事例を取り্͛る。そのࡍ、下町

サミットの立ϝンόーで͋る∁㰡໌߂氏（株

式会社λΧϋシɿߥ区）、ԕ౻ஐٱ氏（株式

会社日ڵΤϘナイトɿߥ区）、第࢛ճからࢀ

Ճし、現在は中৺ϝンόーのҰਓで͋るᴳ༤

平氏（株式会社ᴳ࢈業ɿ০区）の̏ਓの

事業承継者・中小企業経営者のޠりを提示す

る。͜れらは、2024年1月25日に東༸大ֶで、

1　 東༸大ֶֶ࢈࿈ܞਪਐセンλーΣϒサイト（https://www.toZo.BD.jp/Dontents/reseBrDh/sNes2023/）ࢀরɿ2024年7月31日検ࡧ。

ච者が企画・開࠵した「ߥのつながりから東

京のネットワーク・ϒϥンυʙh 下町サミットʱ

とはԿなのかʁ　過ڈと今から、東京の中小企

業ネットワークのະདྷを考͑Αうʙ 」にԙいて、

ྉとともにऩࢿ、りとしてޠԋ者のࣗ発的なߨ

集・هされたもので͋る。当֘ߨԋは、東༸

大ֶֶ࢈࿈ܞਪਐセンλーのΣϒサイトに

て、アーΧイϒされている
1

。また、事例の

ੳ方๏としては、ޠੳを༻いる（田ଜ、

2016）。͜れは、ෳ数の事業承継者を行ҝओ体と

し、ෳ数のަྲྀάϧープを行ҝ場所とした、社

会的ネットワークのෳ߹的な発生過程のμイナミ

クスをඳࣸする͜とを企ਤしているからで͋る。

小企業研究におけるリサーν・Ϊϟップだとݴ

͑る。

Ҏ্のط存研究のཧから、事業承継者の

社会的ネットワークの形成プロセスにؔし、Ҏ

下のΑうな୳ࡧ的ੳ組を提示する͜とがで

きる（図表�）。すなわち、事業承継者は地域の

ަྲྀάϧープにࢀՃする͜とで、社会的ネット

ワークを形成する。そ͜で、調和的情熱をש起

され、ワクワクするΑうな࣋ؾが発生し、事業

承継にؔするࠔやٯ境からճ෮するたΊのレ

δリΤンスを֫ಘする。そして、ࣗの調和的

情熱を他の事業承継者とも共༗しΑうと、新た

なަྲྀ者άϧープをߏஙしΑうとする。当֘

ੳ組を༻いて、下町サミットにؔする事例研

究を行う。

ਤද1�୳ࡧ的ੳ

♣ఌⓏ
ࢠト࣠ーࢴࢾ

のᙟᠺ

ㄢⓏ⇍
の発⏍

♣ఌⓏ
ࢠト࣠ーࢴࢾ

のභ᭯

レジࣛࢪ࢙ࣤ
の⋋ᚋ

のཤຊࣈーࣜࢡの㏸ᆀᇡのஹὮࣈーࣜࢡஹὮࡒ᩺

業ᢆ⤽⩽の⾔Ⅵ
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ԼொαϛοτͲのΑ͏ʹੜ·Εͨの͔ʁ

ɿ∁ࢯڮɺԕ౻ࢯのޠΓ͔Β

下町サミットの体になったのは、ߥ区の

「एख経営者の会ʹ໌日の൧のछをつくる会（͋

すΊし会）」で͋る。͋すΊし会は、ߥ区の

Ϟϊͮくりの新事業ల開をࢧԉし、ߥ区൛࢈

業クϥスλーの実現を目的とする「.A$$ プロ

δΣクト（.ono[VkVrJ ArBkBwB $JtZ $MVster）」

の事業承継者・एख経営者けのՊ会とし

て、発した
2

橋氏とԕ౻氏はೋਓとも͋ߴ。

すΊし会のϝンόーで͋る。∁橋氏は日本のߴ

をଔ業後、ถ国にཹֶしている。1997年にߍ

ถ国の大ֶをଔ業した後、日本にؼ国し、λΧ

ϋシにೖ社する。当時のλΧϋシにはそれまで

の設උࢿをཧ༝とする多ֹのआೖۚが存在

した。当時のঢ়گを、ߴ橋氏はҎ下のΑうにޠ

っている。

「本当にՔがないとやい、௵れてしまうΑ

うなঢ়گでした。 とにかく事をするという͜

とがその時の໊目だったし、໋ 題でした。（中ུ）

͜の当時はҰݴでݴうので͋れҰඖΦΦΧミ

にۙいかたちで、ಇいていました。（中ུ）10

年͙らいಇいて、පؾにもなって、（आۚを）

、済したってと͜Ζで、ਓ຺θロという͜とに

くのですΑͶ。͜れはมわらないとまずいؾ

なっていうのを本当に௧ײしました」（∁橋氏）

∁ 橋 氏 は 当 ॳ は બ ൈ ֎ だ ったもの の、

.A$$ プロδΣクトのίーσΟネーλーに୰

。するかたちで、͋すΊし会にೖ会しているئ

。রࢀ区のϞϊͮくり企業ʱߥ区.A$$プロδΣクトʰきらりとޫるߥ 　2
3　 ͋すΊし会Σϒサイト（https://BsVNeshJkBJ.DoN/BCoVt@BsVNeshJ/）ࢀরɿ2024年7月31日検ࡧ。

͋すΊし会では、月1ճの定例のษڧ会、発表

会、ઌਐ的な企業の視察会といった活動が

行われている
3

。∁橋氏は当時の͋すΊし会の

活動にؔして、Ҏ下のΑうにޠっている。

「地ݩでؤுっているਓとग़会うまで、本当

に1ਓでやってきたので、それ͜そ୭にも૬ஊ

する͜ともなくやってきたので、（͋すΊし会の

活動は）すごく͋りがたかったという࣋ؾちが

今でも͋ります」（∁橋氏）

ԕ౻氏は大ֶଔ業後、Ұ෦্場企業を経て、

1998年に日ڵΤϘナイトにೖ社する。しかし、

ೖ社Ҏདྷ、日ڵΤϘナイトのച্ߴがӈݞ下が

りで͋り、2008年のリーϚンシϣックでもଧܸ

をडける。ԕ౻氏は2007 ʙ 2008年にߥ区の

͋らかわ経営क़にࢀ画する。東京都の経営ֵ

新ܭ画に承ೝされ、ΤϘナイトのສ年චを開

発し、স（͑΅や）のϒϥンυで、ࢢ場ల

開している。ԕ౻氏も2008年に͋すΊし会に

画する。͋すΊし会は.A$$プロδΣクトࢀ

のՊ会としての活動の後、2012年4月からࢀ

Ճ者にΑるࣗओӡ営が開始されている。͋すΊ

し会のཧ೦とࣗओӡ営後の行動方にؔして、

ԕ౻氏はҎ下のΑうにޠっている。

「͋すΊし会のཧ೦としてʰ経営者（事業承

継者）はݽಠではないʱh 共༗、共存、共ӫʱ

というと͜Ζを掲͛ていました。また、行動指

として、h ࣗ利利他のਫ਼ਆ 、ɦh 他ではせな

いٞ論 、ɦh ओ業をकりながら、߈Ίの࢟ʱを
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掲͛て、大きくけて3つの活動を行いました。

Φープンセミナーの実施、ల示会の共ಉग़ల、

ަྲྀ会のӡ営です。下町サミット生のきっか

けは2013年に実施された߹ಉษڧ会でした。

͜のษڧ会は文京、๛ౡ、ށߐ、田の֤

地区߹ಉのものだったたΊ、օが集まるからサ

ミットだͶ、という͜とで「下町サミット」と

いう໊લがग़てきたのがはじまりです。ですの

で、͋すΊし会のΦープンセミナーが（下町サ

ミット）の起ݯという͜とになります。下町サ

ミットは第2ճ、第3ճとճをॏͶるごとにࢀ

Ճ者の数は૿͑ていきました」（ԕ౻氏）

ԕ౻氏のޠりに͋るΑうに、͋ すΊし会では、

ࣗओӡ営の活動として、Φープンセミナーを開

する͜とになる。Φープンセミナーは生໋保࠵

や事業承継੫੍といった中小企業経営者ݥ

けの内༰をओとし、2012年11月14日に始まり、

2012年12月12日、2013年2月13日、2013年3

月14日、2013年4月11日、2013年5月15日と

̍ʙ数か月ຖに開࠵されている。͋すΊし会と

して、ల示会ࢀՃもなされていく。そして、

2013年7月の第7ճΦープンセミナーとして、

第Ұճ 下町サミットが開࠵された。第Ұճ 下

町サミットは東京会ٞ所のつながりなどか

ら、͋すΊし会（ߥ区）にՃ͑、ށߐ区の

๛ౡ区の「ା経営、「でる会（Ծ）ށߐ」

ษڧ会」などが࿈ܞして、開࠵されている
4

。

開࠵後の࠙会の੮にて、中֩ϝンόーのҰਓ

で͋るٱت氏（株式会社࡞所ɿߐ

区）の「͜れは面നいͶ、またやΖうΑ」ށ

というݴ༿がきっかけになり、2014年10月に

4　 .A$$通৴第30号（2014年10月3日発行）ࢀর。

第2ճ下町サミットが、ށߐ区で、開࠵される。

そ͜で、東京都の23区をճっていくという指

が提示されたので͋る。下町サミットの活動に

ؔして、ԕ౻氏と∁橋氏はҎ下のΑうにޠって

いる。

「第2ճの下町サミットのときに、23区をす

てまわΖうという指がܾまりました。23区

のԣ۲を指すネットワークをܨいでΏき、まる

で24൪目の新しい区のΑうに༗機的に૬ޓཧ

解をするΑうになれおもしΖい͜とになるの

ではないかというࢥいから始Ίたのが下町サミ

ット、そして東京24区ネットワークというߏ

なのです」（ԕ౻氏）

「ؒ的なつながりをとおしてਓとਓが݁ͼ

ついた͜とが、下町サミット生の経Ңで͋り

になっています。下町サミットのओਓ公はװࠜ

֤地区のओ࠵の方ʑで͋り、͋すΊし会は͋く

までサポート的立ちҐஔとして、࠷ݶのؔ

༩しかしない体੍を取っています。そして࠷ऴ

的にはओ࠵の方ʑに)U#となっていただく

͜とをҰつの目的としています。そのたΊ、ओ

の方ʑにରして時にແͿりのΑうな形にな࠵

る͜とも͋ります」（∁橋氏）

ͳͥɺԼொαϛοτʹࢀՃͨ͠の͔ʁ

ɿᴳࢯのޠΓ͔Β

それでは、ࢀՃ者としての事業承継者は下

町サミットをどのΑうにଊ͑、Կをಘているの

だΖうか。͜ ͜ではᴳ氏のޠりを提示したい。

ᴳ氏は大ֶଔ業後、2008年にᴳ࢈業にೖ
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社、2015年にৗ取క、2022年に代表取క

にबしている。ۚ༥機ؔの紹介で、第࢛ճ 

下町サミット Jn 田（2015年3月19日）にࢀ

Ճし、第ޒճ 下町サミット Jn ০区（2015年

3月19日）を、ӡ営のҰਓとして開࠵した。現

在では、中৺ϝンόーのҰਓとして、下町サミ

ットの開࠵にؔわっている。০区では、下町

サミット Jn ০をܖ機にして、中小企業経営

者のネットワーク・άϧープで͋る「ものίト

100
5

」が生まれている。͜れは、ᴳ氏をؚΉ

下町サミット Jn ০のӡ営者が「͜のままऴ

わったらָしくない」と考͑たからで͋る。ᴳ

氏の下町サミットにؔするޠりはҎ下のΑう

になる。

「ॳΊて下町サミットにࢀՃしたのは第4ճ

の開࠵時でした。当時はまったくྠにೖれずに

いましたが、サミットのޫܠを見て৭ʑなਓの

をฉく͜とが大なのだとࢥい始Ί、༷ʑな

ަྲྀ会にࢀՃしていくΑうになりました。そし

てと͋るަྲྀ会で第5ճ下町サミットのӡ営者

になる͜とをແͿりされた͜とが、が本サ

ミットの中৺ϝンόーになった発です。ॳΊ

てӡ営を行い、ࣗがࢥった͜とを後ઌ考͑ず

にせる͜とのָしさや、年代のۙいਓ、さら

にはҟ業քのਓと૬ྲྀަޓができる͜とのتͼ

をײじました」（ᴳ氏）

「経Ңを全く֮͑ていませΜが、その後࣍ճ

の下町サミットのଧち߹わせにࢀՃしました。

Ҏ߱のଧち߹わせにもݺれるままにࢀՃ。利

༻されたのかॏๅされたのか、いつのؒにか事

5　 ものίト100 FBDeCookϖーδ（https://www.GBDeCook.DoN/Nonokoto100/ MoDBMe�jB@+1）ࢀর。ɿ2024年7月31日）検ࡧ。

ہ的な立場のओ要ϝンόーとなってしまいま

した。はそれをٯखにとってศしΑうとࢥ

うΑうになりました。ݩʑイϕントがきでし

たし、なにΑり৭ʑなਓとܨがる͜とにշײを

֮͑るΑうにもなりました。経営者ಉ࢜のԣの

つながりが生まれるので、ときにはちΐっとし

たみ事から社һにはせない૬ஊまでできる

Αうになりました」（ᴳ氏）

「なͥ事ہଆにいるかという点で͑ݴ、

開࠵日の1日だけではもったいないからという

と͜Ζかとࢥいます。事ہはӡ営ଆとのີ度

もೱくなりますし、४උஈ階からࢀ画する͜と

でୡ成ײ、成ޭ体ݧをಘる事ができます。また、

下町サミットをとおしてਓ຺がͻΖがり、情ใ

ݩを通じてࣗの会社やࣗの経営ྗにؐަ

する͜とにもつながります。なͥが下町サミ

ットに継ଓしてࢀ画しているかというと、͜の

Αうにਓとਓがܨがれると͜Ζにັྗをײじ、

共ײしているからだとࢥいます」（ᴳ氏）

のղऍྫࣄ�4

本અでは、下町サミットにおける事業承継者

の社会的ネットワークの形成プロセスを、લड़

したੳ組からཧする。そのࡍ、∁橋氏、

ԕ౻氏、ᴳ氏のࡾਓのޠりとೋࢿ࣍ྉを౿ま

͑ た ্ で、 過 程   ๏（proDess trBDJnH 

NethoE）から、下町サミットに生じたग़དྷ事と

݁ՌのҼՌؔをଊ͑る（田ଜ、2016）。過程

๏では、事例の始点からస機、݁Ռにࢸる

ग़དྷ事を、発生ॱংを౿ま͑て、நग़する。そ

の্で、֤ ग़དྷ事と݁ՌのҼՌؔを໌示する。
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下町サミットにおけるҰ࿈のग़དྷ事を、લड़

したੳ組に立٭しながらཧする。∁橋氏、

ԕ౻氏は事業承継者として、りӽ͑るきࠔ

にରቂしていた。その方๏を見ग़すたΊ、͋

るいは見ग़す中で、地域のަྲྀάϧープで͋る

͋すΊし会にೖ会した。∁橋氏は͋すΊし会の

本論文では、∁橋氏、ԕ౻氏のࣗ社ೖ社を始

点とし、ᴳ氏を始Ίとする০区の事業承継

者・中小企業経営者にΑるものίト100の設立

をऴ点としている。∁橋氏、ԕ౻氏、ᴳ氏の

ਓを行ҝ者とした下町サミットのग़དྷ事年表ࡾ

は図表�になる。事例をΑりΑくཧ解するたΊ、

∁橋氏、ԕ౻氏、ᴳ氏の代表取కबも

ग़དྷ事にՃ͑ている。　　

所ሔᮮฝ

㧐ᶣẮࢨࣀ࢜ࢰࠉථ♣

ኣ㢘のೇථ㔘࡞ᑊᓏ

㐪⸠Ắࠉ⮾ࢻ࢙࣍トථ♣

ᑊᓏ࡞りの売୕ୖ⫢ྎ

༇ᕖⲠ௴ᑯᙲ⥶ཱི⾪ࠉẮᶣ㧐年6002

Ⲡᕖ༇࠵ࠉすࡊࡴఌシ❟

㧐ᶣẮ࠵すࡊࡴఌථఌ

㐪⸠Ắ࠵すࡊࡴఌථఌ

༇㣥♣ථ業⏐㔕ᵈẮ㔕ᵈ

༇ᕖⲠ௴ᑯᙲ⥶ཱི⾪ࠉẮ⸠㐪年9002

ఌࡊࡴす࠵ ⮤㐘ႜ化

いく࡙ࡊーを㛜തࢻ࣐ࢬࣤࣈー࢛

2013年7᭮ 第ୌ回 ト inࢴ࣐ࢦ⏣ୖ Ⲡᕖ 㛜ത Ⲡᕖ༇

第回 トࢴ࣐ࢦ⏣ୖ in Ờᡖᕖ 㛜ത

23༇をす࡛࠹ࢀࢂࡱ࡙い࠹᮶ா24༇ᵋࡿࡱ⏍る

2015年3᭮ ᵈ㔕Ắࢴ࣐ࢦ⏣ୖࠉト in ቕ⏛ཤຊ ቕ⏛༇

ᵈ㔕Ắࢴ࣐ࢦ⏣ୖࠉト in 㣥を㐘ႜのୌெ࡛ࠉ࡙ࡊ㛜ത

るࡿࡱ⏍ト100ࢤのࡵ

༇㣥௴ᑯᙲ⥶ཱི⾪ࠉẮ㔕ᵈ年2202

㣥༇

Ⲡᕖ༇

Ⲡᕖ༇

Ⲡᕖ༇

㣥༇

Ờᡖᕖ༇

1997年

1998年

2008年

2012年

2014年10᭮

2015年6㹳7᭮

ਤද��ग़དྷࣄ年ද
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活動にؔして、「地ݩのؤுっているਓにग़会

った͜と」が「すごく͋りがたかった」とޠっ

ている。ԕ౻氏も「経営者（後継者）はݽಠ

ではない」h 共༗、共存、共ӫʱというݴ༿を、

͋すΊし会のཧ೦として、ޠっている。∁橋氏、

ԕ౻氏は͋すΊし会のࢀՃをస機として、社

会的ネットワークを形成した。また、そうした

社会的ネットワークから、͋すΊし会のࢀՃ者

にワクワクとした࣋ؾちとしての調和的情熱が

発生し、そのԆ長ઢ্に͋る事業承継のࠔ

にରするレδリΤンスを֫ಘする。Ճ͑て、そ

うした調和的情熱を、地域֎のまだ見͵事業承

継者・中小企業経営者と共༗しΑうと、新たな

るަྲྀάϧープで͋る下町サミットのと社

会的ネットワークの共༗につながっていったの

だと͑ݴる。ԕ౻氏が東京24区ߏにؔして、

「23区のԣ۲を指すネットワークをܨいでΏき、

まるで24൪目の新しい区のΑうに༗機的に૬

ཧ解をするΑうになれおもしΖい͜とになޓ

る」とޠっているのがその証ࠨで͋る。Ճ͑て、

∁橋氏のޠりから、下町サミットは「Ώるやか

で、Φープン」なަྲྀάϧープで͋る͜とも֬

ೝできる。

Ұ方、G 氏は、下町サミットにࢀՃしたり、

ӡ営を୲当したりした͜とをస機として、社会

的ネットワークを形成している。ᴳ氏など

০区の事業承継者・中小企業経営者も下町サ

ミットのࢀՃを通じ、調和的情熱がऒ起され

ている。その্で、ᴳ氏が「経営者ಉ࢜の

ԣのつながりが生まれるので、ときにはちΐっ

としたみ事から社һにはせない૬ஊまでで

きるΑうになりました」とޠるΑうに、事業承

継のࠔにରするレδリΤンスも֫ಘしてい

る。Ճ͑て、下町サミットでಘた調和的情熱を

共༗継ଓを企ਤして、০区に新たなަྲྀάϧ

ープで͋るものίト100も生みग़している。す

なわち、下町サミットを経༝した、事業承継者

の社会的ネットワークの形成と新たなަྲྀάϧ

ープのが࿈的に生じているので͋る。下

町サミットにおける֤ग़དྷ事のҼՌؔは図表

�のΑうにまとΊられる。

♣ఌⓏ
ࢠト࣠ーࢴࢾ

のᙟᠺ

ㄢⓏ⇍
の発⏍

♣ఌⓏ
ࢠト࣠ーࢴࢾ

のභ᭯

レジࣛࢪ࢙ࣤ
の⋋ᚋ

トの㏸ࢴ࣐ࢦ⏣ୖ

Ⲡᕖ༇の業ᢆ⤽⩽
（㧐ᶣẮࠉ㐪⸠Ắ）

㸯ᅏ㞬࡛࠵すࡊࡴఌのཤຊ

㣥༇の業ᢆ⤽⩽
（ᵈ㔕Ắ）

㸯ᅏ㞬࡛ୖ⏣ࢴ࣐ࢦト
のཤຊ ㄢⓏ⇍

の発⏍

♣ఌⓏ
ࢠト࣠ーࢴࢾ
のභ᭯⤽⤾

ト100の㏸ࢤのࡵ

レジࣛࢪ࢙ࣤ
の⋋ᚋ

ਤද4�ग़དྷࣄのҼՌؔ
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��݁論ͱ͞Εͨ՝

本論文では、事業承継者はどのΑうに社会的

ネットワークを形成すれΑいのだΖうか、事

業承継者は社会的ネットワークから、Կをಘて

いるのだΖうか、というೋつのリサーν・クΤ

スνϣンを立てた。そして、東京都の地域をލ

いだަྲྀάϧープで͋る下町サミットを事例研

究のରにして、୳ࡧ的な解をࢼみた。い

にରする୳ࡧ的な解として、「事業承継者は、

事業承継্のࠔにରቂし、その解ܾ方๏を

Ճする。当֘ࢀΊて、地域のަྲྀάϧープにٻ

ަྲྀάϧープの活動の中で、社会的ネットワー

クを形成し、調和的情熱の発生から、事業承継

のࠔにରするレδリΤンスを֫ಘする」͜と

が示された。また、事例研究では、「ߥ区の

事業承継者が調和的情熱を、他地域の事業承

継者・中小企業経営者と共༗しΑうと、地域を

いだަྲྀάϧープで͋る下町サミットをލ

した͜と」、「০区の事業承継者が、下町サミ

ットでಘた調和的情熱を共༗しଓけΑうと、ࣗ

地域にަྲྀάϧープをした͜と」といった

発見的事実も示した。すなわち、「Ώるやかで、

Φープン」な下町サミットを経༝して、東京都

の事業承継者の社会的ネットワークにؔする地

域をލいだ࿈的形成が生じているので͋る。

͜れらの発見的事実は、ط存の中小企業研究

のリサーν・ΪϟップをຒΊるもので͋り、本

論文のֶज़的ݙߩになる。また、下町サミット

の事例には。事業承継者の社会的ネットワーク

形成をଅすたΊの見も存在する。地域の࣏ࣗ

体や࢈業ࢧԉ機ؔがަྲྀάϧープを立ち্͛

るࡍは、事業承継者や中小企業経営者の調和

的情熱の発生に焦点を当てる必要が͋る。その

্で。調和的情熱を他者と共༗したい、とࢥわ

せる͜とが؊要で͋る。地域の事業承継者が地

域֎のަྲྀάϧープにࢀՃする͜とも༗༻で͋

る。͜れらは本論文の実的ݙߩになる。

なお、本論文はࡾਓの事業承継者のޠりを

σーλとしている。Ճ͑て、ޠのऴ点を2015

年に設定している。Ұ方、下町サミットには東

京23区のඇৗに多くの事業承継者・中小企業

経営者がࢀՃし、現在でも活動が継ଓされて

いる。本論文は下町サミットのҰ෦にしか焦点

を当てていない͜とになる。そのたΊ、下町サ

ミットにؔわるΑり多くの事業承継者・中小企

業経営者のޠりをऩ集する必要が͋る。また、

発見事実のҰൠ化のたΊ、他のަྲྀάϧープ

とのൺֱも必要になるだΖう。Ҏ্を本論文の

。された課題とする

ʲච者注ʳ

本論文は、2023年度 ߥ区地域࢈業活性化

研究ิॿۚ「ߥ区中小企業経営者の事業継

ଓϚネδϝントと経営者ネットワークのଊ͑

しɿ企業家的ストレッサー੍ޚとόーンアト

ճආのߥ区Ϟσϧの提示」（代表者 山本૱）

おΑͼ+414 Պ研අ 19,01872「中小企業のւ

ೖプロセスにおけるै業һの企業家ࢀ場ࢢ֎

行動のଅਐ・્要Ҽとࣗ性」おΑͼ 

23,01542「中小企業のւ֎ࢢ場ࢀೖプロセス

における企業家的ストレッサーとόーンア

ト」（ج൫研究 $:代表者 山本૱）のॿ成をड

けた成ՌのҰ෦で͋る。
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　օさまおはΑうご͟います。本ίϥϜをごҰಡいただきうれしくࢥいます。まずॳΊにฐ社

のご紹介とࢲの経ྺを؆୯にड़させていただきます。ग़田࢈業は1984年に事を目的

として業し、現在では設ܭˠՃˠ施までのҰ؏体੍をߏஙする͜とができました。今年

で業40प年をܴ͑、本社が͋る۽本から日本֤地のۭ調・プϥント事にܞわってい

ます。ࢲは۽本のߍߴをଔ業後、৩大ֶ中国ֶޠՊにਐֶ、大ֶ࢛年ؒでֶޠशಘのૉ

らしさをֶͼ、大ֶଔ業から28ࡀまでの大ֶӃで中国ڭޠҭを研究する日ʑをૹりました。

日本にؼ国してからは大खサϒίンग़し施ཧ者としての経ݧをੵみ、ग़田࢈業戻っ

てきてからは現場࡞業から営業まで全ての͜とをさせていただきました。38ࡀの時に社長にब

、今年で5年目になります。

、たઌに大きなເが待っており͑きです。小さなເをଓける͜とが大͑うເをはࢲ　

そのたΊにԿをすきかを考͑行動する͜とを৺がけています。45ࡀまでに͑たいເは「日

本Ұのٕज़ྗを࣋つ企業になる͜と、৬長の年ऩを1000ສԁにする͜と」です。

　͜の業քにܞわって15年、ݐ設業は全࢈業のج൫だとࢲは考͑ます。日ʑのշదな生活が

できるのも、͋らΏる業քでചができるのも、ݐをݐて、それが༗ޮにՔಇする設උを

͑ているからです。ݐ設業なくしてਓʑの生活は成り立ちませΜが、そのޭがධՁされる͜

とは多く͋りませΜ。業քのब業者数は1997年のϐークから29ˋݮগ、年ྸߏ成でみると

期れのৗଶ化やト、化ࠁҎ下は12.0�となっておりਓख不はਂࡀҎ্が35.3�、29ࡀ55

ϥϒϧクレーϜがස発するなど品࣭下のҰ్をたどっています。そのたΊ、ݐ設業քの課題

解ܾにけて༷ʑなର策がਐΊられています。時ؒ֎࿑ಇのੋਖ਼、ΩϟリアアップシスςϜの

ਪਐ、̙̭にΑる業ޮ化、ݐ設業๏のվਖ਼、֎国ਓ࿑ಇ者の活༻などです。

࣭ʹଥڠͳ͠

ग़ 田  大

（ 　　　  　　　  ）株 式 会 社 ग़ 田 ࢈ 業
代 表 取 క  社 長

【熊本県熊本市】
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　ですが、ݐ設業քの題解ܾに必要なのはそΜな͜とではないとࢥいます。業ք全体のใु

を্͛る͜とが第Ұです。࣍に、中小企業の企業ྗをもっとධՁするきです。大खθネίン・

サϒίンとはҧい、施会社に͋たる中小企業の年ऩはなかなか͋͛る͜とができませΜ。ཧ

༝のҰつとして「ٕज़ྗのධՁʹֹۚのධՁ」ではないからです。「いいものを҆く提ڙする

企業」がྑい企業とධՁされる͜とが多いです。それをΑしとする時代がかつて͋ったかもし

れませΜが、その時代の෩ைが今もਂくӨڹし্ۚঢのかせになっているとײじる͜とが

多いです。҆くていい事をする৬ਓになりたいとࢥうਓなどいませΜ。「զが社は҆くていい

ࢧいใुをߴし、ٕज़ྗをもった社һにはڙ度なٕज़ྗを提ߴしないڠ事はせず、品࣭にଥ

います」。͜のເを͑るたΊに、ٕज़ྗを日本ҰまでߴΊます。中小企業で͋Ζうとૉら

しいٕज़ྗを提ڙすれ当たりલのରՁがもら͑る͜とをզが社が体現すれ、۽本の中小企

業から全国の中小企業、ݐ設業から全࢈業、Өڹをもたらすのではと考͑ています。

のたΊにզが社で取り組Μでいる͜とを紹介します。2020年にスςンレス্に、ٕज़ྗ࣍　

૧を設け品ࢷચ・ࢎ場には場を新設しました。スςンレス場を新設、2023年に߯

࣭をߴΊるॲཧをࣗ社で実施Մに、さらに۽本大ֶとֶ࢈࿈ڠܞ定を݁ͼࢎચ時ؒ࠷ద化に

けての研究も行っています。ࣗ動༹機やόーリンάϚシン、ύイプίースλーのಋೖもੵ

場となりまでのサイζがର応Մな（1.5ϝートϧܘ内）的にਪਐし、2025年には1500̖ۃ

ます。ਓࡐҭ成にも注ྗし、業に必要とೝ定した֨ࢿについてはडݧྉ・ߨश会・ॻ੶代な

どの必要経අを会社が全ֹෛ୲。डݧճ数に੍ݶも設けていませΜ。社һҰਓ当たりのڭҭ研

मඅ༻は年ؒでҰൠ的な্場企業の3ഒになっています。ٕज़ྗで日本Ұを目指しているҎ

্、にؔしてはどのΑうな࢈業でもର応できる企業、ٻΊられる品࣭ਫ४がߴ度で

༏ઌとし࠷はࢿと設උのࡐՄなྗをつける͜とがॏ要だと考͑、ਓな現場でも施֨ݫ

ています。

場が༠கされ、日本でҰ൪題になっている地域です。զが社も本はಋ体۽、後に࠷　

りฦ܁に応͑るくઓとվળをٻ度な要ߴ、わらせていただきܞ事に場新設にう設උ

してきました。そして今、多くの企業が۽本ਐग़してきています。ಋ体にؔする大ख

企業や企業の༥ࢿが目立ちますが、中小企業の大事さをܾしてれてはいけませΜ。目

ઌの利ӹかりをうのではなく、10年後・20年後のະདྷを考͑て行動すき時です。

　ٕज़ྗで日本Ұを目指している過程でւ֎企業にઓする͜とになり、不҆と期待でいっͺ

いですが、ࢲのເが社һを幸せにする͜とができ、そして全国の中小企業事業ओ༷の励みに

なる͜とをئっています。
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2023年にλイの中小企業2社にରして実施したώアリンά内༰から、λイが๊͑ている࿑ಇ
ྗの課題を考͑ていきたい。
　（̍）ώアリンά内༰
　1社目のA社は৯品ՃϝーΧーで͋る。生࢈している品ࣗ体にはٕज़ྗは必要とされず、
୯७࡞業で͋る。λイਓ、特にߴڭҭをडけたਓは3,の現場でۈする͜とをまず
༿のݴ。している༺ޏにつながらない͜とから、࿑ಇྗ不をิうたΊ、ミϟンϚーਓを༺࠾
題は͋るが、ਅ面目で熱৺にಇいている。ߴڭҭをडけたλイਓからଈઓྗとして営業৬
の応募は͋るが、࠾༻後社内でվΊてڭҭする必要が͋る。ֶߍでのֶͼと実のဃから、
ϞνϕーシϣンにつながらずࣙΊるਓも多い。ਓ݅අのߴಅにΑり、ࣗ動化をਐΊるとಉ時に、
ೖも考͑たい。経ࢀ場ࢢ֎場の移సとಉ時に、ւ。場のΧンϘδアの移సを考͑ている
営者ࣗは大ֶを、ࢠども（່、ଉࢠ）はߍߴからւ֎ཹֶしている。
　2社目の#社はίンςナόッάのՃϝーΧーで͋る。λイਓを中৺にϥインをճしてい
るたΊ、Ձ֨ڝ૪では中国ϝーΧーにかなわないが、中国が新ܕίロナײછର策として場
をҰ時ดしたࡍに、ੈք中の注文をҰखにҾきडける͜とになった。中国ϝーΧーの࠶Քಇ
後も、特घなՃٕज़が必要な品についてはಉ社が継ଓしてड注している。͜れはւ֎から
のٕज़移సとߴڭҭをडけたλイਓをՄなݶりޏ༻し、時ؒをかけてڭҭしてきた͜とが
ೝΊられた݁Ռだと考͑ている。今後もߴڭҭをडけたλイਓをޏ༻し、ߋなるٕज़のߴ度
化に取り組み、ࠩผ化をਤっていきたい。経営者ࣗは大ֶを、ࢠども（່、ଉࢠ）はߍߴか
らւ֎ཹֶしている。່は後継者としてւ֎にて.#A在ֶ中で͋り、ଉࢠはλイで起業した。
　（̎）ώアリンάから見られる課題
ᶃ ւ֎からの࿑ಇྗྲྀೖ
　λイは今まではଜ෦から都ࢢ෦のਓྲྀޱೖにΑり࿑ಇྗを֬保していたが、ྸߴ化がਐ
Ή͜とで国全体がਓݮޱগに見われている。そのたΊ、都ࢢ෦のਓྲྀޱೖもݮগし、࿑ಇ
集࢈ܕ業が中৺となっている国内の࿑ಇྗをิ͑ないঢ়ଶとなっている。そ͜で、A社のミϟ
ンϚーਓޏ༻のΑうに、पลॾ国からの࿑ಇྗ༌ೖにґ存する͜とになる。特にߴ度なٕज़が
ߴۚΑりもۉҭをडけている必要はなく、पลॾ国の平ڭߴΊられる業でない場߹はٻ
い͜とから、λイのग़Ք͗はັྗ的で͋る。特にミϟンϚーは現在࣏的に不҆定で͋り、
ւ֎での৬をٻΊるਓも多く、όンίクにはミϟンϚーਓ֗がࣗવとग़དྷ্がっている΄ど૿
Ճしている。また、λイの࿑ಇ集ܕ中小企業にすると、̓ Ձなۚでのޏ༻は都߹で͋る。
ඇख़࿅࿑ಇྗのみならず、λイࢿҕһ会がւ֎のߴ度ਓࡐの特ผϏβを発څするなど、ߴ
度なٕज़の֫ಘもؚΊてւ֎にґ存する࢟が見られる。それは、ॳڭҭおΑͼ中ڭҭ

タイの中小企業における労働力不足から
考える

ࡾ Ӝ Ղ ࢠ

（ 　　 　  　    ）長 ࡚ ݝ 立 大 ֶ
経 営 ֶ ෦ । ڭ त
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のેबֶ
1

は2022年には100�とߴく、ڭҭのීٴがਐΜでいるが、ߴڭҭは2018年で
50�をる点からも、ߴ度ਓࡐについてもւ֎にґ存せ͟るをಘないとも考͑られる。
ᶄ スΩϧのミスϚッν
　#社はߴڭҭをडけたλイਓをޏ༻するに͋たり、ଈઓྗとはならず、社内でڭҭする必
要が͋ったと͑ている。また、A社も営業৬としてߴڭҭをडけたλイਓを࠾༻するも、
のϞνϕーシϣンμンとなり、ࣙΊてしまうと͑ている。λࡐしたਓ༺࠾ҭする͜とがڭ
イに͋る日ܥ企業にରして実施したU/%1調ࠪ

2

でも、ߴڭҭをडけたλイਓにはٕज़やֶޠ
のスΩϧが不しており、࠾༻がしいとのճが見られる͜とから、ߴڭҭとλイでૢ業
する企業がٻΊるଈઓྗとしてのスΩϧのミスϚッνが生じていると指摘できΑう。中小企業
は大企業Ҏ্に࠾༻がݫしい点から、スΩϧに課題の͋るਓࡐが応募するのではないか。
ᶅ ༟とශࠔの֨ࠩ
  両社の経営者とも大ֶڭҭはւ֎でडけており、またࢠどもにもւ֎ཹֶをさせている。ւ
֎ཹֶをબΜだཧ༝として、λイ国内のߴڭҭのレϕϧのさと、今後の事業ల開を考͑た
視の֦大を͋͛ている。#社は、ւ֎にཹֶした͜とがٕज़ྗの্につながっていると
͑ている。λイ全体のڭҭレϕϧのఈ্͛には、όンίクとଜ෦とのڭҭ֨ࠩの解消も指摘
されているが、ւ֎ཹֶがՄな༟とශࠔの֨ࠩもӨڹするものと考͑る。࣋たない
にରして、どのΑうにڭҭ機会を提ڙするのか、代ସとなるڭҭを提ڙできるのか、Ұ中小企
業ではର応がしい題で͋る。

　経済成長とڭҭ੍度はؔ࿈しており、ॳڭҭ੍度が発ୡした͜とにΑり࿑ಇ集࢈ܕ業が
成長Մとなり、中ڭҭ੍度のॆ実がࢿ本集࢈ܕ業の成長に、ߴڭҭがࣝ集࢈ܕ
業の発లを͑ࢧるとݴわれる。アδア開発ۜ行は、経済と社会のχーζに߹கした͜とで࢈業
ҭを取り্͛ていڭと経済発లにつながった成ޭ例として、シンΨポーϧとؖ国ののసߏ
る。λイは中所ಘ国からߴ所ಘ国の移行を目指し、࿑ಇ集࢈ܕ業からࢿ本集࢈ܕ業、ま
た、ࣝ・ٕज़集࢈ܕ業と࢈業సすく、「ThBJMBnE 4.0」の࢈業策を掲͛ている。࢈
業సをՄとするたΊには、ߴڭҭのઌ行ࢿを行う͜とで、企業がٻΊるਓ的ࢿ本の
ੵが不Մܽで͋る。今までۚで࿑ಇ集࢈ܕ業がՄで͋ったが、पลॾ国との今後
のڝ૪やਓݮޱগを考͑ると、λイਓのߴ度化がٻΊられる。
  企業がٻΊるਓ的ࢿ本のスΩϧを見ۃΊ、それをઌ行するڭҭΧリΩϡϥϜを開発し、その
のมֵ、中小企業のҭ成にまれるのでߏ業࢈һをҭ成する͜とが、λイのڭҭがՄなڭ
͋Ζう。「ܲがઌか、ཛがઌか」というҼՌ性のδレンϚで͋るが、中小企業としてର応Մ
な͜とは、社内のڭҭと߹わせて経済ք全体としてのڭҭではないだΖうか。

ʲࢀ考文ݙʳ
アδア開発ۜ行（2021）h アδア開発࢙ʵ策・ࢢ場・ٕज़発లの50年をৼりฦるʱႻॻ
林田लथ（ฤஶ）（2024）h A4EA/の࿈݁とُ྾ʵ国ࡍ࣏経済のなかの不֬実な࿏ʵʱߊ༸ॻ
UnJteE /BtJons %eWeMopNent 1roHrBNNe. 	2014
. AEWBnDJnH )VNBn %eWeMopNent throVHh the A4EA/ $oNNVnJtZ: 

ThBJMBnE )VNBn %eWeMopNent Report 2014. U/%1

ø　ેबֶとは、बֶ者数 / ֶྸ年ྸਓޱでࢉܭするが、ֶྸ年ྸਓޱを্ճるࢠがबֶする͜とにΑり 100� をӽ͑る。
2　2014 年に U/%1（国ࡍ࿈߹開発ܭ画）がまとΊたλイ൛ਓؒ開発ใࠂॻ
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１．フロンティアすみだ塾とは

墨田区は、近代産業の発祥地のひとつであり、金属・ゴム・繊維など様々な業種が備わった「産

業のまち」「ものづくりのまち」として発展してきた。産業構造をみると、都内でも製造業の比率が

高い。令和３年現在、区内事業所数は約１万4900事業所となっており、多種多様な業種の集積を生

かした異業種企業同士の交流活動が盛んな地域である。高度経済成長期には、働いている区民の多

くが区内で就業していたことから、中小企業の振興は区民生活の向上や街の活性化に大きな関わりを

持っていた。そのため区では昭和54年に全国初の「墨田区中小企業振興基本条例」を制定し、区民、

中小企業、区が一体となって、区内の中小企業の振興を推進する基本方針を明らかにし、現在まで

各種施策を展開してきた。しかし、近年、事業主の高齢化、後継者不足、創業数の減少、廃業によ

る事業所数の減少に加え、新技術の急速な進展やアジア諸国・新興国との国際競争の激化等により、

本区の就業構造にも変化が生じており、大きな特徴であった産業集積のメリットは徐々に薄れつつあ

る。こうした時代の転換期の中で、「中小企業のまちすみだ」として、本区の産業集積を維持・発展

させるため誕生した施策が、後継者・若手経営者育成ビジネススクール「フロンティアすみだ塾」で

ある。

「フロンティアすみだ塾」は、中小企業の円滑な事業承継と、すみだの次代を担う後継者及び若手

企業人、いわゆる「フロンティア人材」の育成を図り、もって地域経済の発展と活性化に資すること

を目的とする、私塾形式のビジネススクールである。平成16年度に本事業は開始され、以降、現在

に至るまで213名の修了生を輩出している。卒塾後にも、区事業へ積極的に参画される修了生も多く、

修了生同士のコラボ企画により本区産業を国内外へ広く発信を行うなど、地域産業をけん引する人材

も多数輩出され、本区の産業振興にも大きく寄与している。運営主体は、区内産業人、塾の修了生

等で組織する「すみだ次世代経営研究協議会」となっており、区は当該団体に補助金を支出し支援

を行うとともに、協議会の事務局としても積極的に運営補助を行っている。本年度、開講２０周年の

現場の視点：支援の鍵
新企画「現場の視点」は、全国の地方公共団体などが実施する、地域の特性を活かした独自性のある、効果的
な施策や取り組みなどを採り上げます。

墨田区における後継者・若手経営者育成
（フロンティアすみだ塾）

運営主体：すみだ次世代経営研究協議会
支援機関：東京都墨田区産業観光部経営支援課
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節目を迎える「フロンティアすみだ塾」であるが、協議会委員や修了生の方々のご尽力により、今も

なお、その熱は冷めることはなく、社会経済状況の変化の激しい今日においても、本区の産業活性化

の礎となり続けている。語り尽くせぬ魅力の多い「フロンティアすみだ塾」であるが、その事業概要

は以下のとおりである。

【フロンティアすみだ塾の事業概要】
〇理念

塾生が相互の全人格的な付き合いにより、成功・失敗等の経験、発想、経営者としての覚悟、　　
志、社会的使命感等を共有することで、直面する様々な課題を自ら考え、克服する力を鍛錬・
養成する。
〇塾頭

関
せき

満
みつひろ

博氏（一橋大学 名誉教授）

〇対象
　①  中小企業の後継者又は若手経営者

　②  区内在勤者又は区内在住者

　③  20 歳からおおむね 45 歳までの者

〇入塾条件
以下①～④の全てを満たすこと。

　①  原則全ての講義に参加できること。

　②  全ての講義を意欲的に受講すること。

　③  課題（各講義及び課題図書のレポート等）に意欲的に取り組むこと。

　④  地域経済の発展と活性化に寄与する取組を積極的に行うこと。

〇費用
　受講料　10 万円

〇選考方法
　書類審査及び面接審査

〇 2024年度（第 19期）カリキュラム
回 日　時 　　　　　テーマ・内容

4 月 23 日（火） オリエン
テーション ［入塾前の心構え］塾の進め方

１ 5 月 18 日（土） 開講 ［開講式］講演、自己紹介
２ 6 月 8 日（土） スタート

アップ期
［意識改革］『人間魅』あるリーダーを目指して

３ 7 月 13 日・14 日（土・日） ［体験演習］経営シミュレーションゲーム
４ 8 月 3 日（土）

経営
学習期

［経営入門］会社を経営するために～経営者として必要な視点～
５ 9 月 7 日（土） ［経営環境］社会経済の実態と中小企業の対応戦略を学ぶ
６ 10 月 4 日・5 日（金・土） ［合宿］地域の後継者・若手経営者との交流・意見交換、企業見学
７ 10 月 26 日（土） ［区内企業見学］
８ 11 月 23 日（土）

経営
戦略

形成期

［経営戦略］自社の経営戦略を考える
９ 12 月 14 日（土） ［経営手法］経営者の事例に学ぶⅠ
10 2 月 1 日（土） ［明日のすみだを拓く大交流会］オープン講義、大交流会
11 2 月 22 日（土） ［経営手法］経営者の事例に学ぶⅡ
12 3 月 15 日（土） 閉講 ［閉講式］経営戦略の発表
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　２．すみだ次世代経営研究協議会会長の想い

                                                                                                      

　私は「フロンティアすみだ塾」の12期生として参加させていただき、1年間、様々な業種の若手経

営者や先輩経営者との全人格的な付き合いを通じて、経営者としての志を高めることができました。

中小企業経営者として、採用や資金繰り、事業承継、自社製品開発など抱える課題に共通点があり、

一年間の学びを共にする同期はもちろん、先輩経営者との関わり合いから、経営における具体的な解

決策を見出すことができる機会となります。

　墨田区の地域産業には、縮小を続ける第二次産業の製造業が多く存在します。特に、ファミリービ

ジネスの小規模製造企業が多く、外部環境の変化の影響を受けやすい下請け型の事業を営まれてい

る特徴があります。私自身も、1980年代から縮小を続ける繊維製造業に身を置きます。国内のアパ

レル製品の輸入浸透率は1990年の50％程度から、2022年には98.5％に推移しています。つまり、

日本製のアパレル製品は現在の日本マーケットにおいて2％も流通しておらず、この傾向は進行して

います。その将来を描きにくい経営環境のなか、すみだ塾での学びをきっかけに課題と向き合い、自

社の強みを整理した上で、次への方向性をもとに活動しています。具体的には、提案型ビジネスへ切

り替えること、価格決定権を持つ仕事をすること、海外マーケットへのチャレンジをすることをビジ

ョンに掲げています。

　フロンティアすみだ塾には、20年間繋がれてきた「恩送り」の文化があります。それは、たくさん

のご縁と学びから得られた成果を次なる後輩経営者へ伝えていくものです。フロンティアすみだ塾は

講師からの一方的なインプットだけではなく、OB・OGである修了生と意見を交わし、志を高めてい

くのです。その脈々と繋がる文化のもと、私も微力ではありますが、いただいた御恩をお返しするため、

現役生の皆様に貢献したいという気持ちで2023年度から会長をつとめさせていただいております。

　次世代を担う後継者、若手経営者の方々においては、第二創業的マインドを持ち、不易流行を実

行することで、大変な環境であるとは思いますが、同時に大いなる可能性があることを是非お伝えし

たいです。幅広い経験・知識をもつ講師の方々や、区内外の魅力ある経営者の方々から具体的な経

営戦略を学び、人間力を磨き、チャレンジすることに勇気をもてる環境があります。

現場の視点：支援の鍵

第19期会長　株式会社和興　代表取締役社長　　國分　博史

創業1929年。90年以上両国の地で縫製業を営む４代目。環境負荷を軽減した『和
紙』100％素材のアパレル製品を開発し独自のブランドを立ち上げるなど、メイ
ドインジャパンの技術と可能性を追求している。一方地域の催しへの参加や、
地域の個人商店やスポーツチームのユニフォーム製作を通じて、地場に根差し
た活動にも積極的に取り組んでいる。
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　この中小企業の強固なネットワークからなるフロンティアすみだ塾の 20 年の文化がこれから

も継続し、若手経営者にとって、夢を持ち、勇気が持てる組織であり続けることを心から願い

ます。

　３．受講風景

　４．現場の視点

東京都墨田区（城東地域）は、東京23区内で大田区（城南地域）に次ぐ工場数を誇り、印刷・紙

加工、金属製品など様々な業種が混在している。その多くは従業員数10名未満の小規模事業者である。

また全国初の中小企業振興基本条例を制定したことでも知られているが、もともと企業同士の交流が

盛んな産業集積地域である。

　今回採り上げた「フロンティアすみだ塾」は、歴史的にも中小企業振興に積極的であったこの地域

で実施されているもので、墨田区もこれを20年も前から継続してサポートしている。

　前掲の事業概要からもわかるように、ここは単なる勉強会や親睦会ではない。そもそも入塾には書

類審査・面接審査でやる気が問われ、カリキュラムをみてもその本気度が窺える。まさに「人を育て

るとは、こういうことか」と再認識させられる。塾頭には著名な経営学者を配し、理論から実践まで

を徹底的に勉強するのである。新しいビジネスの創造や経営課題の克服など、中小企業の現場の課

題に正面から取組む姿勢は特筆に値する。

　しかも年間10万円の費用でここまでできるのは、区のサポートもあるが、その運営自体を修了生

が担っているからでもある。修了生に「なぜそこまで協力できるのか」と聞いてみたが、口をそろえ

るように「自分たちもこの塾に育ててもらった。だから今度はその塾に恩返しがしたい」と。塾頭に

よれば「合宿では、今でも夜通し議論することもある」という。古くから企業同士の交流が盛んであっ

たこの産業集積地で、中小企業経営者が今でも「全人格をかけて」次世代経営者を育てているので

ある。

　来春には卒塾する今期の塾生に、その成果を語ってもらいたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （商工総合研究所主任研究員　小林順一）

修了生の参加が多いワークショップ 熱弁をふるう関塾頭の講義
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日本の2022年度の発ిྔは、企業や家ఉのলΤネྗの݁Ռ、2010年度ൺで12ݮ�গしている。
また、ଠཅޫ発ిなどの࠶生ՄΤネϧΪー

1

（Ҏ下࠶Τネ）は2010年度ൺおΑそ2ഒの19.0�をΊる
までになっている（図表）。

ଠཅޫ・෩ྗなどの࠶生ՄΤネϧΪーの発ిྔはఱީのӨڹをडけるたΊ、ྔڅڙがม動する。ి
ྗध要もॵさ・פさといったఱީのӨڹをडける。Ճ͑て、ిྗधڅのม動は1日୯Ґではなく、日ʑの
時ؒଳにΑってもม動する。͜れらにର応するたΊには、σーλऩ集とその活༻が不Մܽで͋る。

2014年Ҏ߱、スϚートϝーλー
2

の設ஔがਐΜでいる。͜れにΑり、ిྗ会社はిؾ༻ྔを30ຖ
に֬ೝする͜とがՄとなった。また、ध要者ଆもࣗらのిྗ༻ঢ়گをリアϧλイϜでѲՄとなり、
અి・লΤネޮՌの見͑る化がՄとなった。現在、全国の設ஔは85.7�（2021年3月現在、ݯࢿ
ΤネϧΪーி）で、東京ిྗ内では100�となっており、2024年度までに全国にීٴする༧定。

スϚートϝーλーのσーλは、ిؾྉۚのࢉग़だけではなく、設ஔされたϝーλーຖのిྗ༻ྔの
౷ܭσーλとしての活༻が期待されている。すでにւ֎ではిྗधڅがͻっഭしている時ؒଳにध要ଆ
のઅిをݺͼかけ、અిの度߹いに応じたใुをࢧう

3

といったサーϏスにΑりधڅの調をしてい
ると͜Ζも͋る。今後、スϚートϝーλーからऩ集できるిྗσーλを活༻する新しいアイσアに期待し
たい。 （૯߹研究所 ओ研究һ　中୩京ࢠ）

としてӬଓ的に利༻する͜とができるとೝΊられるもの（ଠཅݯのうち、ΤネϧΪーݯ生ՄΤネϧΪーɿଠཅޫ、෩ྗその他ඇ化ੴΤネϧΪー࠶　1 ・ޫ෩ ・ྗ
ਫྗ・地熱・ଠཅ熱・大ؾ中の熱その他のࣗવքに存する熱・όイΦϚス ）

2　スϚートϝーλーɿిؾの༻ྔをσδλϧでࣗ動ܭଌし、ిྗ会社にૹ৴できるిྗϝーλー。ԕִࣗ動検にΑり業のޮ化をਤるとともに、ܭ
ଌσーλを活༻したిྗϚネδϝントのߴ度化に活༻されている

3　環境লňॾ֎国におけるσϚンυレスポンスの活༻ঢ়گŉhttps://www.enW.Ho.jp/Dontent/900449404.pEG p.433

༺׆ੜՄΤωϧΪʔͱεϚʔτϝʔλʔの࠶

原子力 石炭 天然ガス

石油等 水力 太陽光

風力 地熱 バイオマス

再生可能エネルギー合計（右軸）

（億

ग़యɿ「૯߹ΤネϧΪー౷ܭ」（ݯࢿΤネϧΪーி）（https://www.eneDho.NetJ.Ho.jp/stBtJstJDs/totBM@enerHZ/resVMts.htNM）
　　　（2024年7月16日に利༻）、ච者࡞成

（ਤද）本のిߏݯ（ൃిྔ）
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▶︎今月号では、中小企業経営者の「アントレプ
レナーシップと社会的ネットワーク」に注目し
ました。
▶︎まず、東日本大震災後に設立された企業が、
その後、生存・成長していく過程を秋保ワイナ
リーの事例を通じて、福嶋・品田両氏が考察し
ています。震災後の起業には、移動起業家の存
在、利他的な起業動機、社会課題解消といった
特徴がみられるものの、その後環境が平時に戻
るにつれて、利他性と経済性をどう両立してい
くかという論点を提示しています。
▶︎また山本論文では、東京 23 区内で行われてい
る「下町サミット」から、事業承継者の社会的

ネットワークの形成プロセスを検証する中で、
事業承継者や中小企業経営者の調和的情熱の発
生に焦点を当てる必要性を指摘しています。
▶︎新企画「現場の視点」を掲載しました。全国
の地方公共団体などが実施する、地域特性を活
かした施策や取り組みを紹介していきます。当
面不定期での掲載となりますが、ご意見などお
寄せいただけると幸いです。
▶︎今年度の中小企業研究奨励賞、中小企業懸賞
論文、中小企業活性化懸賞レポートの募集を開
始しました。多数の応募をお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　   　　（Ｊ小林）

編集後記

次号
予告
2024年
10月号

　　中小企業が取り組むべき人的資本経営	
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授　　岩本　隆

　　地球とともに、未来を創る
日本商工会議所常務理事　　畠山　一成

　　人的資本経営は中小企業でも導入できるのか？
事業構想大学院大学事業創造研究科教授　　一守　靖

　　山から海へ　そして世界が舞台　100年の航跡を振り返る
宮崎産業海運株式会社代表取締役社長　　宮﨑　昇一郎

　　中小企業の人的資本経営
株式会社平井彩子事務所代表取締役　　平井　彩子

　　中小製造業の外部からの受託状況
商工総合研究所調査研究室長　　江口　政宏

巻 頭 言

特 集 論 文

特 集 論 文

中小企業の目

論 壇
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特　集 中小企業の人的資本経営を考える



2 49



ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ1

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ��

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ40

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ4�

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ�

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ20

新企画

地域企業という生き方／小林哲巻 頭 言

論 文

論 文

東日本大震災後に生まれた企業の成長と戦略／福嶋路・品川誠司

事業承継者の社会的ネットワークの連鎖的形成と調和的情熱／山本聡

品質に妥協なし／出田広大

タイの中小企業における労働力不足から考える／三浦佳子

墨田区における後継者・若手経営者育成（フロンティアすみだ塾）

再生可能エネルギーとスマートメーターの活用／中谷京子̨̧̢̩̖̚

ݱ のࢹ 
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